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第1:章

　

緒

　

言

鳥類ノ結核症が形態學的二哺乳動物ノ結核菌ト

全ク近似シタ結核菌ニョリ惹起サレル事々･始一･

テ登見シタノノヽR. Koch‘1'(1882年)デアルガ、

之Ｊｙ先既ニ1872年Paulichド)ノヽ鶏二於ケ

ル腫瘍状結節ノヽ瓦牛及ど人類二於ケル結核症ト

同様ノ病愛ナラントノ示唆ヲ･奥ヘテヰルノデア

ル。Kochモ結核菌登見常時jハ鳥類テ侵ス結核

菌モ人類ヤ他ノ哺乳動物ヲ･侵ス結核菌モ同一ノ

モ'デアルト考ヘテヰタ様デアルガ、績・1テ行

ハレタ純絆培養ノ成功ハ此ノ方面ノ研究ニ長足

ノ進歩ヲ'モタラシ、従ツラ･人類ト密接ナ開係ニ

アJレ家畜類ノ結核問題モ、其ノ疫學的拉二経済

的りと地ヨリシテ、電大ナル影響アルタメ、多々

'研究家ノ注目スル一所トナリ、各方面ヨリ詳細

二哨:究セラレル様ニナツタ。就中Nocard ｕ.

Ｒｏｕｘ(3)、Rivolta “)及ビＭａｆrｕｃｃｉ(5･等ハ鳥類結

核症ノ原因菌ノヽ哺乳動物結核菌ト｡ハ、其ノ培養

性状ノ£ナラズ、｢ビルレンツ｣ニ於テモ相違ス

ル事々述べ、Ｋｏｃｈ(6)モ亦1890年二至り之ラ容

認７ヽルこ至ツタノデアル。

鳥型結核菌ハ其ノ名ノ示ス様二主トシテ鶏其ノ

他ノ鳥類ヅ侵ストコロノ植核菌デアルガ、欧米

こ於テーハ人慌及ビ他ノ哺乳動物ヨリモ本菌ノ澄

明セラレタモ'が可成り屡々報告セラレテ居

咄¦ト鳥型結核菌７「ビ゛゛゛｀勺二開スル研究 【第18巻1㈱0



リ、各種動物二對-いレ病原性拉９生物學的性状

等二開シやモ、可成り詳細ナ盲験的研究ガナせ

しテヰルノデアル。茲二特こ興味アノレ問題八本

菌ノ家兎こ對ペル「ビルレ

　

ヽソ」デアヽソテ、Noc-

ａrdへＹｅｒsin叫Strａｕｓ ｕ. Gamaleia, Fischel 、

Weber ｕ. Bufinger, Jancso ｕ. Elfer 等二依

レバ、本菌ハ家嘔二對シ３種ノ病型子示人事が

記載゛レテヰルノデアル。印チ第１ノヽ‥Ｔyｐｅ

Yersin *　lヽ云ハし結節形成プ認ノナイ敗血症

様病型デアリ、第２ノヽ。Type Villemin “ ト

云ノゝレノレ急性粟粒結核型デアリ、第３・ヽ慢性ニ

経過シｆ特二骨、開節、零丸第２病綬・認ｊ⊃・

レル病型デアル。

本邦二於ｊ･ハ此ノな面ノ研究ハ今日尚ホ全ク

寥をタルモノデアッヘ提カユ廣木氏hl‘

　

7比較

的詳細ナル研究アル外、業績ノ見ﾉにヽごキモノ

ナキ状態デアノレ。余ハ戸田政授ヨリ

　

。Type

Yersin “ ノ本態テ究明ソ、・ヽごク命･こ）レ本官験

尹行ｔタルー･、些カ知見ｦ･補遺ソ､ル所バリト信

がjレ2、3ノ成績ヲ得タノデ、茲二報;1に大方諸

賢ノ叱正タ乞。ハントいレ次第デアノｔ。

第２章

　

教室保存ノ鳥型結核菌株ノ家鶏二對スル

　　　　　

ビルレン｀ｿ｣究明二就イテ

總テノ細菌ノゝ-一般二人工培養ｙ重ネタ場合ニハ

其バ’ビルレンツｊハ低下シ、斯ル性質ハ菌ノ種

類二依ツテ、或ハ菌株二依ツテ各々異ナリ、一

般゛j4EEﾑ碧丿通過ベレ万｡´万ぐ「ビルレンツ」７｀」二昇゛ヽノし

ノガ常デアル。結核菌二就イｊ゛ Ａ．Ｓ．Ｇｒｉｍｔｈ皿

ハ、牛型菌二於テハ14年乃至17年累代培養り一

重ネタ’モノニ於テ尚ホ向=挑及ヒヽ｀家兎二對シ弼４

「ヒリレレこ･ツ」サ保持シテ居リ、人型菌二於テノヽ

13年乃至14年タ後、「ビルしンツ」ノ低下丿祐忽

ノ’ズ、鳥型菌二於゛ハ６年ノ後尚ぶ家鶏二對う

彊･f「ビルl／ンツ」し、示シーフヰタ1･述べ｀テ居!1、

結核菌・ヽ我々ノ賓験上二支障子来プヽ程-こ軍時日

ノ間ニ「ビルレンツ」ノ愛化一戸示プヽ事ハ先ゾ無４

ノデアルガ、余ハ賓験開始二常リ、常教室保存

リ

ルレンツ」リ･保持シづ｀･いしカ乃カ、併セテ各菌

株間ノ「ビルレンツ」ノ強弱、及ビ家鶏ノ結核性

病噫ノ如何ナルモノデアルカ（常時菌株ノ分離

二従事ンｙヰタノデ･究知セン1ヽシテ本賓験ｆ

ｉｆ｀ソタノデアノＬ。

第１節

　

賓験方法

　　　　　　　

第１項

　

賓験動物

器重800瓦内外ノ稚鶏白色種ヲ貨験開始前１週日鶏

舎二飼ヒ慣ラシタモ・16羽ヲ４群二分や各菌株ﾆｰ,對

シ４羽宛用ヒタ。

　　　　　　　　

第２項

　

供試菌

敏室保存ノ鳥型菌ＴＢ口，A6･!及ビＡ;1

　

バヤ菌株ノ

Petragnani氏培地:Ｌ乃ヤ１週間培養ノモノ，必ビ別

二對照トシ･テ牛型菌'ｈ株・Petragnani氏培地１週

間培養ノモノヲ用フ。

各菌株ノ由来八次ノ通り９９リレ。

TBn:一昭和６年戸田教授ノフう・クフルトヨり持

千帰ヘラレタモノ｡.

A62及ビA71:一昭和り年満洲醤科た學薇生物學敏

宇二於テ贋木氏が家稿肝臓ヨリ分離セヅモヘ

牛1:一一一昭和６年奉天獣疫研究所ヨ･･分奥セラレタ

モノ３

　　　　

第３項

　

菌浮游液及ビ接種方法

i辰し1各菌株ヲ培地ヲ掻キ取ル11十キ仁充分注意シャ

探取シ、化學天秤ニテ秤量ン、滅菌セノl／平石乳鉢内ｆ

よな深ク磨砕ヅツヽ滅菌生理的食節水月

水１琵二菌輩２延ヲ含ムヤ等ナノ1／菌浮游沖ノ作製シ、

11､ノ０．５耗(菌最１屈)ヲ羽翼‾ド皮下ご一接神ヽﾝｙ

　　　　　

第４項

　

桧査事項蛙二肝臓

　　　　　　　　

ヨリノ培養方法

家鶏艶死セル時ハ漣重刻

臓器'結節形成７有無り精査シ、肺臓、肝臓、牌臓、

朝川＝鳥型結核菌ノ「ビルレ，ツ」判剔スノ1/研究第11妓】 10１1



1002 朝川＝為型結核菌ノ「ビルレｙツ」ニ閣３ル研究

腸管(腸管二於テ｡・ヽ結節形成アル場合ノｏノ塗抹標

本ヲ作製s／、Ziehl-Neelsen氏染色法ヲ行ヒ、結核菌

ノ有無ヲ鏡瞼s／、更二肝臓ヨリ・ヽ戸田教授圃及ビ廣

木氏㈲ノ方法二準クテ培養ヲ試ｌタ。

培養方法:

　

約母指頭大ノ肝臓ノ小片ヲ採リ、滅菌乳

鉢内デ良ダ磨碑ン、約３倍量ノ像メ滅菌ン置キタル５

％硫酸水ヲ加ヘツヽ、充分混和磨碑Ｚ、之ヲ滅菌沈澱

【第18巷

管内二移s／、之二約倍量ノ５％硫酸水ヲ加へ時々混和

振盗シクヽ約20分間放置後毎分3000廻禧／電気遠

心器二掛ケ15分間遠心沈澱｡スノl／6其ノ後沈澄ヲ洗浄

クペル事ナク、直チニPctragnani氏培地二塗布ン、法

ノ如ク「パラフィｙ」ニテ封ジ37°Ｃノ孵卵器内ニテ培

養ジタ。

第２節青験成績(第１表)

以下本論文二於ケル賓験成績ニi､いテ・･ヽ営該表中二

詳記ジテアルノデ各動物毎二記邁｡スルノ煩ヲ避ケ總

ﾌﾟｰ總括的二記濾｡スル事トjスル。

表ノ茂明

臓器結節

　

一:一肉眼的二結節ノ認メラｙザルモノ

　

十:一少蚊ノ結節ヲ認メルfaノ

　

升:一一可成り多数ノ結節ヲ認ムルモ／エ

　

桐･:一無数ノ結節ヲ認メルモノ

　

佃･:－一一無敷ノ結節融合シテ殆ゾド健存部ノ認メラ

l／ヌモノ

塗抹標本鏡撞所見

　

一:一約20分間ノ

モノ

橡査ニテ結核菌ノ見雷ラザノt/

十:一一少数ノ結核菌ヲ認ムルモノ

朴

四

可成多数ノ結核菌ヲ認ムルモノ

集落ノ螢生認メラl／タモノ

カッタガ他ノ３羽ニハ何l／モ少数ノ黄白色漿膜面二

梢い苓起セノ1/モノガ散在性二認メラl／タ。其ノ他二

特記｡スベキ所見無ダ淋巴腺ノ硬化。・ヽ不明デアクタ。

何レモ結節ノ存ヌノl/所ヨり。･ヽ塗抹標本ニテ結核菌ヲ

疏明ｙ得、肝臓ヨリノ培養｡・ヽ何l／モ２週日内外デ集落

ノ費生認メラレ、１ヶ月ノ後ニ・ヽ菌芝ノ状態デ無敷二

認メラしちタ。

　　　　　　

第２項A71接種家鶏

A71接種家鶏ハ39日乃至49日テ’何1／モ艶死ジタ。39

日デ蜷死ジタNr. ８唯１羽二於テハ肉眼的ニ・･ヽ各臓

器二結節ヲ認メ得ナカツ･ﾀｶﾞ塗抹標本ニテ肝臓及ピ

牌臓ヨリ結核菌ヲ疏明ン得｡タ。

他ノ３羽二於テ。･ヽ何ｙモ肝臓及ビ牌臓二亜粟粒大乃

至粟粒大ノ黄白色乾酪化ジタ多数ノ結節が認メラt／

Nr. 4 及ビNr. 12ニ於テ｡・ヽ腸管ニモ少数ノ粟粒大、

黄白色ノ漿膜面二梢ζ隆起セノ1/結節ヲ認メ･タガ肺臓

二於テハ何l／モ結節形成ノヽ不明デアツタ。是｡等結節

ヨ1しヽ何1／モ塗抹標本ニテ結核菌ヲ疏明ン得タ。其

ノ他二特記コスペキ所見無ク、淋巴腺ノ病硬・ヽ不明デア

ツ｡タ。肝臓ヨリノ培養ハ何l／モ２週日前後ヨリ集落

ノ登生認メラl／、1ヶ月後ニハ菌芝ノ状態デ無敬二認

メラｙタ。

　　　　　　

第３項

　

TB,3接種家鶏

TB13接種家偽ハNr. 5 ノヽ6C)日、Nr.7 ハ49日、Nr. 18

ハ22日デ愧死ｙタガ剖検時肉限的二結核性磁化ト思

｡・ヽレフ1／モ・ハ認メ得ズ、肺臓、肝臓、肺臓ヨリノ塗抹

標本鏡検ノ結果モ結核菌ヲ謐明ン得ズ、叉肝臓ヨリノ

培養成績モ陰性二鯵ッテキノ1／。Nr. 2・ヽ149日ノ後死

ヅタノデアル'が肝臓ノ右葉上部二粟粒大乃至帽針頭

大ノー･部湖!nヽ／乾酪化ジタ10数個ノ友白色ノ結節が

集族シテがシ、其ノ病硬部ヨリノ塗抹標本二少数ノ結

核菌ヲ謐明ン得タ。

　

他臓器ニ・ヽ認メラノ1/ペキ結節形

　

冊:一一無数ノ結核菌ヲ認ムルモノ

培養成績

　

十:一集落数1－50個ノモノ

　

冊:一集落数51－100個ノモノ

　

併:一集落敷100個以上ノモノ

(以下本論文表中ノ記載｡・ヽ之二準ズル)

　　　　　　

第１項

　

Ａ。接種家鶏

Ａぺ2接種家鶏､・ヽ28日乃至72日デ何レ・モ弊死ヅタ。肝

臓及ビ肺臓二於テハ何1／モ亜粟粒大乃至帽針頭大／

黄白色、乾酪化セル結節形成ヲ認メタ。牌臓二於ケル

モノハ表面ヨリ膨降ン、恰モ粟ヲフリカケタ如キ観ヲ

呈ジテヰル。肺臓二結節ヲ認メタノハ72日生存ヅタ

Nr. 3 唯１羽デ左右雨肺二散在性二数個ノ帽針頭大、

友白色一部寒天憬透明ノモノガ認メラレタ､、腸管二

於テハ28日デ霜死シタＮｒ.14＝-ﾊ結節ヲ認メ得ナ
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第１表

　

鳥型菌家鶏接種賓験

　菌株

･〃陶　ai　k-

　A
62

鶏番賄

及性別

菌接種

時首重
　（ｇ）

　菌　量

　(mg)

-̃‥一皮下1.0

生存

日数

死亡叉ハ
屠殺時

暦　　重

　（ｇ）

各臓器結節形成 塗抹標本抗
酸性菌有無

肝ョリ

ノ培養
成　績

肺 肝　牌 腎 腸 肺 肝 牌 腸

3　t I　900 72 610 ＋’併 併 - ＋；＋ 併 併ｊ＋　併

9　1!7 1　650 ・・ 62 660 - 併 併 - 十！－ 併 併’十十　併

1↓　含 610
・● 28 410 ㎜ ＋ ＋ - - - ＋ （∧併

15　含 880
ｌ慟 68 730 －！併 併 - ＋ - +仔 併 ＋ｉ併

A71

４　含 820
・● 48 710 〃 冊+ 併 ㎜ ＋ - 十十 升 ＋ 併

８　含 650 ・● 39 400 四 ㎜ - - 四 - 升 ＋ ／ 併
12　含 860

タ｝ 49 780 - 桐･ 併 - ＋ 四 併 併 ＋！併

19　t 820 ｙ・ ↓3 610 - 升 併 〃 - - ＋ ＋ ／ｉ併

　TB

i3

--一一　　一一--

　　'ﾄ1

(対照)

２　含 880

680

750

●タ 149 1.100 －Ｓ-ﾄ - - - - ＋ - ／ 併
５　含

ｙタ
60 480 - - - - - - - - ／ ㎜

７　含
ｙｌ 49 460

＿｜＿
- 四 - - - - ／ -

18　含 780 ・● 22 400 一汗才 - - ㎜ - ㎜ ／ -

１　１　820
一一一-一一
　770

●● 25↓ 2.410M-
＿ｌ＿

- 〃 - ／ ／ ／ ／ -

10　含
９● 46 570 - - - - 一ｌ一 - - ／ -

11　含 870
ｌｌ 22 5べ0

‾　｜　‾
- 〃 - 〃 〃 四

／ -

20　含 750 ・●
4.1 400

　　ｉ

-・- - - - ㎜ - - / !　－

1003

成ナク、塗抹標本鏡槍ノ結果モ陰性デアッタ。肝臓ヨ

　　　

４羽中３羽、Nr. 10 ノヽ40日、Nr. 11 。・ヽ22日、Nr.20

リノ培養・ヽ２週日頃ヨリ集落ノ費乍認ノラｙｌケ月

　　　

ハ41日デ何レモ惶死ヅ、侵ル１羽Nr. 1・ヽ254日ｚ

ノ後ニ・ヽ多数ノ集落ハ菌芝ノ状態テ認メラl／礼、

　　　　

後屠殺剖嶮ンタ。何レモ結核性病愛1ヽ思｡・ヽに４/モノ

　　　　　　

第４項

　

牛､接種家鶏

　　　　　　　　

ハ認ノラレズ、臓器塗抹標本検査政二肝臓ヨリノ培養

之ハ對照賞験トンテ行ヽハ1ノタアルカ寸1接種家鶏・･ヽ

　　

ニ於テモ結核菌ヲ謐明ヽ／弓ナカツ乙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第３節

　

本章ノ小括

教室保存ノ鳥型菌、３菌株ﾌﾞｰ家鶏胴翼下皮下ニ

　　

タ。

人々１最接種≒各臓器二於ケル結核性病受拉

　　

5）結節ノ存ヤレ所カラハ塗抹標本ニーテ結核菌

二病歿部ヨリノ塗株標本ノ検査及ビ肝臓ヨリノ

　　　

ノ存在テ澄明シ得タ。

培養ｦ一行ヒ次ノ成績ヲ得タ。

　　　　　　　　　　

6）結核性愛化アル鶏肝臓ヨいヽ培養二依り必

1) Ar,,接種家鶏｡ハ28日乃至72日デ艶死シ、　　ズ結核菌サ鐙シ得タ、、

４羽何レニモ臓器ノ結節形成テ認ｙタ。

　　　　　　

以上ノ賓験成績ヨリ大儀Ａ。j、「ヒ≒レッヽ勺最

2ﾉ

　

Ａ乙1接種家鶏ハ39日乃至49日デ艶死シ、

　　

モ僅ク、A7いハ之ニfiいT打り、ＴＢｊｙヽ「ビルレッ

４羽中３羽ごいヽ臓器に’結節形成テ認ノ･タガ39

　　

シ」逢カユ低下セルモノIヽ考ヘラレル・デアル。

日デ賢死セル１羽、ごヽ之尹認タナカツタ。

　　　　

家鶏諮死ノ原因が菌接種ノミュアルトベ断定出

3) TB,,接種家鶏こ一於テハ４羽中、22日乃至　　来ナ仁一一般二動物が結核症二因り瞥死ノ､ル時

60日デ笥死セヽ3 11 ニ於テハ何レモ結節形成　　ハ可成り高度廣汎ナ病竃リ･認ハレノガ常デア

　　　　　　　　　　

●
ヲ゛認八ズ、149日生存セル１羽二於テ肝臓二少

　　

リ、叉世人周知ノ如ク鶏殊二其ノ幼若ナモノ・ヽ

倣ノ結節ラ認丿得タニ過ギナカタ久

　　　　　　　

環境ノ愛化二對シテハ極ノテ抵抗力弱ク、勿論

4）家鶏臓器’結核性愛化ヅ政験的皮下接種ノ

　　

賓験開始前１週日飼ヒ慣ラシ舛

場合二於テ’ｌ肝臓ヽ牌臓及ビ腸管二顕著デアツ

　　

ノデアルガ完備シタ養鶏所内二飼育サレタ稚鶏
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が責験鶏舎内デノ生活ハ他ノ死因ヲ由来セシノ･

タ事ト想像サレルノデアツテ、此ノ事ハ對照賓

験ノ３羽が22日乃至46日デ艶死シテヰー事ヨ

リモ肯ケルト､Ｓハレルノデアル。

【第18巷･

併う余ノ目的トいレ所ハ大鱈達シ得タト考ヘラ

レタノデ更二改J･テ同様ナ賓験ヲ繰り返ヘス事一

ノヽごナカツタ。

第３章

　

家兎静賑内接種二就イテ

鳥型結核菌ヲ家兎ノ静脈内二接種スル時一所謂

。Type Ye r sin “ 卜云ハレ肝臓殊二肺臓ノ顕著

ナ腫大ヲ示シ、之等臓器ニハ多数ノ菌慌が謐明

セラレルモ、結節形成ノ認ノ･ラレナイ敗血症様

病型ヲ･以テ、之ヲ艶死セシムル事賓ハ既二先人

諸家ノ認ノ･タ所デアルガ、之が本態二開シテハ

　　　　　　　　　　　　　

第１節

　

臨淋的拉

教室保存ノ鳥型菌株ヲ家兎ノ静脈内二接種シ、

果シテ。Type Yersiが‘ヲ以テ、之ヲ･発死セ

シｙ得ルヤ否ヤ、禄備宣験トシテ其ノ10駈テ

夫｡々孵重２厄前後ノ家兎耳静脈内一接種シタ

所、Ａ,､2及ビA71接種家兎ハ何レモ敗血症様症

状テ呈シテ13日＝－シテ艶死シ、而モ発死倣日

前ヨリ顕著ナル耳柔ノ黄染ヲ認ノタノデア7レ。

依ツテ先ゾ其ノ臨鉢的拉二病理解剖學的所りとサ

観察シタ。

　　　　　　　

第１項

　

賓験方法

　　　　　　　

第１日

　

岩験動物

白色雄性家兎、僣重２尨前後ノモノ16頭ヲ４頭宛↓

群二分チ貴験開始前１週日飼ヒ慣ラヅ「ツペルク1･

ｙ」皮内反哩陰性ナル事ヲ確メタ後各菌株二對シ４頭

宛使用シタ。

　　　　

第２日

　

供試菌株及ビ菌浮游液

鳥型菌1ヽシテA62及ビA71菌株/ Petragnani氏培地

４週間培養ノモノモノヲ用ヒ、對照トヅテ牛型菌牛1

株、人型俯人ｒ株ノＰｅtｒａｇｎｌｌｎｉ氏培地４週間培養・

モノヲ用ヒタ。是等各菌株ヲ培地ヲ掻キ取ル事無キ

憬注意シテ採取ン、化學天秤ニテ正確二秤量シ、滅菌

セノ1/馮瑞乳鉢内デ注意深ク磨砕シツヽ、滅菌生理的食

後水ヲ滴下ジ、食唖水１矩二菌量10廷ヲ含ム平等ナ

ル菌浮游液ヲ作製s／、其ノ１耗ヲ耳静脈内二接種シ

今日向市不明ナ黙が齢クナ・fノデアル。依ツテ

其ノ本態々･究明ソ、・･ヽごク本賓験ヅ企テ、膿喧、醒

温ノ消長、血液及ビ臓器ノ組織學的拉二細菌學

的検査バ子ヒ、更二之が菌量トノ開係二就イテ

検索シタ。

第１節

　

臨淋的拉二病理解剖學的観察

ｊ

ハ總テPetragnani氏培地培養ノモノニソテ、鳥型菌

ハ３乃至４週間、牛型菌及ビ人型菌ハ４乃至５週間培

養ノモノヲ用ヒ、上記法ノ如ク處置ンテ滅菌生理的食

晩水テ’可及的平等ナ菌浮游液ヲ作ツタ。叉使用動物

ノ家兎ハ可及的雄性ノモノヲ使用｡ｽﾉl/事トシ’、資験開

始前少々トモ１週間飼ヒ慣ラs／、ソノ間「ツベルクリ

ｙ」皮内反感陰性ナノ1／事ヲ確メ、僣重ハ１．５乃至２尨

前後ノモノヲ用ヒタ）。

　　　　　

第３日

　

検査事項及ビ検査方法

1j

　

僣

　

重

各動物ハ早朝空腹時ニ、菌接種前之ヲ秤量ジ、菌接種

後ハ隔日､=二秤景ヅタ。

　　　　

ヽ

2）竹

　

温

屈曲セル動物用般温計ヲ用ヒ、肛門ヨリ４糎描入シ･、

約３分間宛、菌接種前後ヲ通夕、毎日一定時ニ１同接

温シタ。

３）血液像

早朝空腹時二機査ヲ行フ事トン、耳静脈ヲ注射針ヲ以

テ傷ツケ、法ノ如ク處置ジテ、血球敷ハＴｈｏｍａ･Zeiss

氏血球計算計二依リ、血色素最ハSahli氏血色素計

ヲ用ヒ、血液塗抹標本ハｌメチーノl/アノ･／ロール」デ固

定ン、ギームザ染色法ヲ施シ、日常我々が臨林方面デ

行ツテヰル如グシ、各動物二就キ菌接種前一通り

へ菌接種後・ヽ隔日二検査ンタ。

句

　

血清〔ヒ〕ﾉ1ノビン」ノ定最
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前邁シタ如ク余・ヽ慄備貨験二際シテ、鳥型菌配2及ビ

A71接種家兎二於テハ著明十ル耳柔・黄染ヲ螢見ヅタ

’ｆアノ1／力゛黄疸我現ノ事賓ヲ謐明｡フヽﾉ1／タメ、血清「ビ

リノレピシ」ノ定量ヲ行ツダデアノレ。

血液像検査｡・都度、約５粍・血液ヲ耳静脈ヨリ滴下シ

テ探取s／、法ノ如ク處置シテ血清ヲ探りHiimans'van

den Bergh‘12X13)氏ノ方法二準ジテ定量シタ。

epチ試薬トンテ次ノモノヲ川合｡スル。

　

1. Ehrlich氏試薬

にでルファニール．酸

　　

1.0瓦

第Ｔ液丿濃節酸

　　　　　　　

15.0耗

　　　

と

蒸溜水ヲ加ヘテ1000.0耗トスノt/

第II液０．５％亜硝酸曹迢水溶液

用二臨ji第１液10姪二第ｎ液０．３耗・割＆二混ズル。

　

２．

　

比較標準液

　　

け

　

10 ?ふ「ロダ司加里液

　　

しI

　

謡い四.絢趾噫液

用二臨匹3.0耗宛混剣更ニ12.0託バエーテルごタ

加ヘテ振盗ソ生ゼ’ル「ロダンノ鏝力゛全部「エーテノ1／」ニ

移行.フヽルヲ待チ比色計ノ「カりl／」ニ栽メル．

定量方法:

　

先ゾ小遠心沈澱管二被り血清１．０姪ヲ入

1／、之二純「アル＝=１-７レ」２．０粍ヲ㈲ヘテ廻輯10分問

遠心.スノ1ノト試験管底二蛋白り尤澱づ見ル．其ノ上清

1.0 耗ダケヲ「ヒペヅト」ず取り、之ニEhrlich氏試薬

0.25琵ヲ加へ、更ニ０．５耗バアルロール」ヲ加ベル

ト「ビリルヒう」存在フヽル時･ヽ澄明ナ僅カニ紫色ヲ帯

1005

ﾋ≒タ紅色ニナル。

　

之ヲ「カイノレ」ニ収ｙテ約10分後

Autenrith氏比色計テ’標準液吋ﾋ較｡スル。

斯ク｡スル事二依り原血清ハ約５倍二稀郡廿レル事ト

ナノl／ノデ比色計ペ

ビｙ」単位（ＢＥ．）ヲ得りl／ル。

訟ｔ「ビリルビソ」含量多キ血清ニにテハ前以テ蒸が

水デ適常二稀鐸シナケし・バナラ７が、此ノ際ハ上邁算

定結果二稀憚倍気ヲ乗ズル事ハ論ヲ挨７十仁

5）病理解剖學的所見

對照トシテ行ツタ牛「及ビ人1接種家兎ハ何レモ菌接

種後13日目二屠殺ジタガ動物ハ總テ吸気叉・ヽ屠に時

ハ可及的速カニ剖検二附ジ、肉眼的所見ヲ精査ソ、肺

臓、肝臓、牌臓及ビ腎臓等ノ諸臓器ハ之ヲ秤量シ、後

10％「ホルー･･’リソ」液ニテ固定ソ、各群中１乃至２頭

二就キ、法ノ如ク處理ンテ「パラフィ勺切片ヲ作製

シ、「ヘーマトキシリｙ－エオジｙ」重複染色及ビZiehl-

Xeelsen氏菌髄染色ヲ行ヒ、其ノ組織學的機査ヲ行ツ

タ。

　　　

第２項

　

賓験成績（.第2,3,5表.j

幻

　

生存日敬及ビ顛重

ん2接種家モハ何レモ８日乃至）１日デ艶死シ，

醵重ハ発死戮日前ヨリ急激二減少ン発死時380

瓦乃至C20瓦ノ減少ヲ見タ．，

A7,接種家兎,ハ何レモ11日乃至14日デ艶死シ，

幄重ハ飴死敷日前ヨリ急激二減少ノ傾向認ノ･ラ

第２表

　

鳥や菌Ａ･,j及ビA-, 10吐宗兎静脈内接種

菌株

　--　　－

A62

家兎番

妓性別

－　－　’--　－

　　26

　　;!;｀

検査日
勲重

(kg)

僣温

(C°)
血色
素量

赤血
球斂
(萬)

白血
球敷

白　血　球　種　別（％）
血清

BE

　－

p柏Ｌ Ｍ Ｅ Ｂ Pl.Z

前　リ.950 39.4 1　’｀2　1　4931　62C0 40 0 51.2 3.8 ０．８ １．２ ０

後２ 1.900 39.1

40.5

83 506 5400 31.0 65.0 2.0 ０．６ 1.4

0.8

０ ｆ

４ 1.9､0 80 478 6400 31.4 64.4 ３．２ ０ ０．２ -

６ 1.890 40.5 70 512 5800　15.2 76.2 ６．４ １．０ １．２ ０ 0.5

８ 1.550 37.9 73 482 13200 30.4 4(i.6 19.4 ０．６ １．０　　Ｚ．０　　８．８

Ｊ-　-ｗ　　０．４　；　12.410 1.380 37.8 70 412 7800 81.0 1,↓,6 3.2 0.t ０．４

11

前

1.330 死　　　　亡
２．１００39.3 とO 1 469 1 6800, 46.2 51.0

68.0

１．６ ０．４ 0.8 ;　０　－

　　　　　　　－Ｊ --一皿㎜-
１．０　　０　　－准２ 2.000 39.3 76　　1　　4216400 27.0 3.0 '　１．０

27

泰

４ 1.990 39.5 80　1　505 6800 34.2 59.4 ４．６

上二万６ 2.060 41.2 78 435 4400 43.0 48.6 ６．８
６　　１

　　　　　　　８ 1.920 39 6 75 425 5600 26.6 63.0 ６．０

10 1.700 37.9 67 408ﾚ11400 35.0 41.8 21.0

1　11　け.580i　　　死　　　亡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ
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Ｐ．Ｅ--一暇性｢エオジｙ｣嗜好細胞

　

Ｌ一一淋巴球

　

Ｍ一一｢モ．'チーテｙ｣

　

Ｅ一一一｢エオジン｣嗜好細胞

　

Ｂ一一甑基嗜好細胞

PI.Ｚ--｢プラフ、々｣細胞

Ｂ．Ｅ一一一｢ビiリレビｙ｣単位

【第18巷

　｜

　｜

・　　･　W-

A71

28

▲

－－　－--　　　　－　－
　前け.800 39.3

　一一一　--
86

一一　－　一一-
　　512

7200 42.8
一一--一一　－
51.2

－　　　一一一一-
　　　３．６

－　　－　　－
　　　１．４

－　　 W J ’

　 　 　 1

.

0 一一一
　０

-

後２ 1.670 38.8 82 527 4200 46.0 46.4 ４．２ ０．８ ２．０ ０．６ -

４ 1.660　↓0.0 80 485 6400 41.4 52.4 ４･．０１．０ １．０ ０．２ -

６　　６ﾚ1.560; 39.8 1　78 1　358 1　3600l 58 . 0 1 34.0　6.0　0 1　1.0 I　1.0 1 0.65

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜㎜　　¶皿-'WI---　　　　－　　　　--'
　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　_‥　＿.

　　　1　8 ! 1.370　　死　　　亡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　ミ　ｌｙ-　　―--･　　　→　　　　－　　　１　柘に"1.9401 39･和　79　1　48則　76ooリ8.0 1 57.0 1　2.0 1　1･帽　1.6 1　ｏ　ｌ　－

　雀2､.、　　｜
1.930 39.7 82 452 5200 20.4 78.0 １．０ ０．６　　０

一一一　０．８

０ -
　ａﾀ

　　1

－　--　―=-

　22

　　含

　　23

　　含

　　24

　　1

　　25

　　含

４ 1.950 40.1 78 478 6200 33.6 62.6 ! 3.0 ０ ０ -

　　６

．_ﾐy-●　ﾐ→

　　８

一一　‥-
　　９

－-一一　一

　則

1.900 41.0　76　　465 1 6400 23.2 72.8 ２．０ ０ １．０ １．０ ０．５

　1.620
一一　一一　1.560

37.9　67づt55岫1200∩51.8に^8.4 i 18.6
I
0.2 0.2

I
0.8 3.2

r　　W←--　‾〃-　　’‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　--　　　　　--　-------　W四W-ふ　J〃-　－　－　-－.-　　　　　　　　　　　　　　　－
　　　　死　　　　亡

1.950 39.0 85 435 I 102001 27.8 1 67.4 1 3.0 1 0.8 1　1.0 1　0 1　－

後２

-ｌ→･　-･
　　４

－　一一一
　　６

〃　〃- --=-㎜
　　８

　--－－

　１０

1.780
一一－1.800

39.0 76 539 5200 11.6 85.4 １．６ ０．６ ０．８ ０ -

39.2 82 560 5800 33.8 62.2 ３．０ ０ ０．８ ０．２ 四

1.850 39.6 70 　428

6ﾐ←w　485

5800 41.4 53.4　1　　4.6 ０ ０．２ ０．４ -

1.700
一一一　1.630

40.5 75 7600 47.2 41.2 ９．８ ０ ０．８ １．０ ０．５

40.0 1　7 1　1　422
1　8200¦

46. 4
1
38.0

1
14.0　0　1　0訓　１削　４．０

　　¶　　皿===　　　W=　　--=　　　　　　　　　＝　　　－　　　　　　一　皿　　-W-’　　　－　皿㎜　　　皿皿　　　-J　－　・　　　　　---
　　　　　　死　　　　亡

－　　－　　　　=ｉ’･--　　　　．-　　　　－　　　　　　ｗ　　　　　　皿---J　　　ふ-　　　　’　　－　ふ’〃　---------　J-㎜　J　　　　‾‾‾’
39･豹　82　1　51剔　７４００１ 28.0 １ 65.2 １　３．０ １　２．６ １　１．２ １　０　１　－

　11
－一
　則
-－
後２

←='''　４

1.600
　----←2.150

2.070

　一一一一2.100

39.3・　78 1 512 7000;　45.6 46.6 7.D ０ ０．８ ０ 四
　39.4　/　76

－　－－　‘-i一一-→-一一-ﾐ=一一

　39.4・ 83

543 6800 41.2 53.8 ３．２ ０．８ １．０ ０ -
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第３表
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牛1及ビ人I,接種家兎ハ何レモ13日デ屠殺シタ

ガ未グニ鳥型菌接種家･几二於４-ﾙ程著減ハ認･･

ラレナカツタ。

2）膿

　

温

菌接種前16頭二就イ刊則定ノ結果、健康家兎ノ

胎温ハ39°Ｃ内外デアツ久、

Ａ.］妾種家兎二於や・ヽ菌接種後4－5日頃ヨリ偕＼

温ノ上昇認ノ･ラレ40°Ｃ一一41°Ｃ以上二達シ、艶死

期近ヅク＝－ツレテ下降シ37．80 C―37 。9°Ｃテ示

シタ、

A71接種家兎二於テハ１週日前後ヨリ醵温／上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第

　

１

　

圖

　　

僣

　

温

　

礎

　

化

　　　　　　　　　

ａ.

　

Nr. 27家兎

　　　　　　　　　

●
A62 lOmg耳･静脈内接種　生存日瞰11日

号
紹
勿
夕
Ｊ

　　　　　

b. Xr. 24家兎

A7，lOmg耳静脈内接種　生存日敏11- U

ゾ
廟
八

み

　

丿

ガ
ツ

刀

　

1 0
　

″
￥

　
　
　

。
‘

ズ
カ

　　　　

Ｃ．

　

Nr. １ｔ 家兎

牛1 lOmg耳静脈内接種

　　

ｄ．

　

Nr. １２家兎

人I･・lOmg耳静脈内接種



第11琥】 朝川＝鳥型結核菌わビルレ

　

ｙ

昇認メラレ40C--41°Ｃニ達シ、艶死期近ヅ九＝

｀フレ下降り頃向認ノこいレモ、ん2接種家兎一

於゛゛程顕著デトカツタ。

牛丿接種家兎こ於元ハ１週日前後ヨリ40°Ｃ－

41°Ｃこ至ル鴬温ノ上昇認メ

　

うレノレモ、12日間

ノ観察デハ末ｙ屈著ナ下降・ヽ認ノうレナカツ

タ。

人ｐ接種家兎千於ヤハ偕温・上昇傾向、鳥型及

牛型菌接種家兎二於ヤル程顕著デナ々、12日間

ノ観察デ・ヽ未ゲ何等下降ノ傾向モ認ノうレ→

カツタｏ

各群中１ｍ宛ノ剪温曲線ラ示セバ第１圖ａ,bふ

ｄ７通りデア九

3ヽ血液像

正常家児血液像二就キ、小宮、古庄11 /成書こ

記載ハレ所ト余べ16頭二就イ々ノ検査成績ﾄ

ﾘ･表示ﾉ､レベ第４表ノ通りデー・ヽソテ、其り也白

木、ヤル(15)、鷹津頭、原(17)、箭頭詐氏等こ依比。

検査成績モ表示セル範園内・移動丿示レヤヰ

賓験成績二就キ、日）血色素貳（ロ）赤血球、

（ハ）白血球ノ順二總括的二記述い／八丿入:’通り

テＴ応

(イ)血色素量

血色素量.ハ接種家兎二於ケハ12-13‰、A7,接

種家兎二於ｊ･ハ2－14％、牛1接種家兎二於テ･ヽ

人ト･接種家兎二於テ・ヽ4－7ガノ減少々･示シ、何

レモ病日ノ経過ト共二減少り頃向々認・‘ｙ

(ロ)赤血球

赤血球倣ハんｊ丞種家兎二於ｊ-ﾊ27－154萬．
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常

著 者

タル倣

血色素量

　

(％)

63-89

76―91

　

C84)

赤血球敬‘

　

（萬j

433―638

白血球敷

- -
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A7j接種家兎二於テ

　

、、13―73萬ノ何レモ減少ヲ

認ノタ。牛1接種家兎う於ヤハ４頭中３頭ハ5－

69萬ノ減ルツ示シ、Ｎr.17ノ１ｍダヽ９萬・噌

加ヲ認ノ包

　

入、Ｅ接種家兎一於テ､ハ４頭中２頭

Ｎｒ.10及ビNr. 11ハ64萬及ビ17萬ノ噌加ヲ

認八他ノ２頭Ｎｒ.12吸ビNr. 13ハ17萬及ビ

30萬ノ減少々認ｙ乙

赤血球像こ於うハ何レーモ、多染色性ノモノ、

堕基性斑鮎サ有･ベ・モノ、及ど有核赤血球ノ存

在ノヽルモ´等ハ認メ得ナガア々。

レヽ）白血球

白血球斂ハＡ。2伎ビA7J接種家兎二於ヤハ一般

こ菌接種後一時減少シ後増加こいレ傾向認ｊラ

レ、Ａ。接種家兎Nr. 26 fiiビNr. 2･ベニ於ｆ

’ヽ瞥死前こ至り再ビ減少乙沼ノ々が、一般二白

血球場多及ビ減少ハ軽度ギマル。

牛1没ビ久Ｅ接種家兎二於テモこヲ全膿的二親

ル時ノヽＡ－及ビATI接種家兎二於ケル所見卜明

力十差違ハ認゛゛ニ・ソトカヽソ’々ｃ

白1気球像こ於らｰﾊＡ。、及ヒ'At,接種家兎こ於ヶ

ハー一般こ可成り著明十暇性「エすジン」嗜好細胞

ノ噌剔淋巴球ノ減少ヵ｀記ツラレルガ牛丿及ど

人ﾄ接種家兎二於テハ斯･レ傾向ハー般的二観テ

A62及ビI Ati 接種家兎二於りレ程顕著デ十戈）｀ｿ

々。、

「モ’チーやしツ噌や及ビ「ブラズー勺細胞’出

現ハ全動物二於テ認､‘ラレト≒

　

｢エ才ブン｣嗜好緋咆及ビ哨基嗜好細胞－ハ宛化

　

４認ｙ得十カツ≒

　

こべ要いし一血液像二於やハ鳥型菌接種家兜二

家

　

兎

　

血

　

液

　

像

P.E

白

一一一一-一一一一一一一

　　

一一一

　　　　　　

一-

3↓50―12050! 8　y
－50万

－

―

12

血

　　

球

　　

種

　　

別

　　

（％）

Ｌ

一一

一ﾄ;7
１

２

　　　　　

-一一

　

-----一一一一
2―562 1 5000―10200 27.2―46.2 51.0 －68 。0
吊にて廣耐二町回71二j1廣:717432―562

　

１

　

－

　

２

-

１．６

●

　

Ｉ

　

Ｅ

－３

Ｂ

1に一才(レ付

P.E 暇性「エ才クｙ」嗜好細胞

　　

Ｌ

Ｂ

淋巴球

嵯基嗜好細胞

-3,8

　

0.4―2.6

　

0万一-2.0
2．8）

　

（0.9）
1
（1.3）

M 「モノ手‾テン」
Ｅ一一一「エオジン」嗜好細胞

血色素量- Sahli氏血.色素計ユヨル　　括弧内ハ平均値ヲ示フ、
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於テモ牛型及ビ人型菌接種家兎二於テモ截然タ

ル差違ハ認メヅしバモノノヤウデアル。

4）血清「ビリルビン」

正常家兎ノ血清「ビリルビン」輦ハ大野教授911始

メ、徐叫、伊膝八佐竹代山中気稗田叫ノ諸

氏二依ルモHijmans van den Bergh 氏法デ

・ヽこテ検出シ得ナイト云ツタヰルガ、余モ亦菌

接種前20‥頭二就４テ検査シタ結果１頭ニモ之

ヲ検出シ得ナカツタノデアル。Ａ９２接種家兎こ

於テハ蘭接種後６日目ヨリ何レモ血清「ビリＪレ

ビン」ノ出現ザ謐明シ得タ。印チ６日目ニNr. 26

ニ於テハ0.5 B.E, Nr. 27ハ痕跡的、Nr. 28ハ

0．65 B.E, Nr. 29 ハ０．５B.E サ、８日目こ、ノゝ

Nr. 26 ハ8.8B,Ｅ，Ｎr.27ノヽ0.65 B.E, Nr. 29

ハ３．２ B.E チ、10日目ご､ハＮr.26ノヽ12.4B.E,

Nr. 27ハ２．４ Ｂ．Ｅノ血清「ビリルビン」々定量

シ得タ。

A71接種家兎二於テハ６日目迄ノ検査デ・ヽ何レ

モ検出出来ナカツタガ、８日目－ハNr. 22ハ

０．５BE, Nr. ２３ハ澄明出来ズ、Nr. 24ハ０．５

B.E, Nr. ２５ノヽ１．０B.E チ、10日日一八Nr. 2

･ハ４．０B.E, Ｎｒ．２３ノヽ１．２Ｂ．Ｅ，Ｎｒ．２４ノヽ3．6

B.E, Nr. 25 ノヽ11．0 B.Ｅリ’、12日日一ノヽNr.23

ハ1． 2 B.E, Nr. 24 ハ６．４B.E ヲ、14日目一ノヽ

Ni｀｡23 ・ヽ1.25 B.E ノ血術「ビリルビン」卜夫々

定量シ得タ。、

牛1及ビ人li，接種家兎二於テハ菌接種後12日目

ノ検査二於テハ何レニモ之ヲ･認丿得ナカツタ。

5）病理解剖學的所見

（Ａ）肉眼的所見

瓦､及ビA71接種家兎ハ何レモ８日乃至14日デ

発死シタノデアJレガ一般二臓痩甚タ｀シク耳柔

（白色家兎二於テハ眼球結膜ヨリ耳柔ノ方が著

明デアル）、眼球結膜及ヒヽ｀皮下組織ノ黄染認・･ラ

レタ。肝臓殊二牌臓ハ頴著二腫大シ、血量二富

£、肺臓ハ充血シテ赤褐色ヲ･呈フ、ル部分アリ、腸

管二於テハ大腸及ビ時二小腸二至ル迄粘膜ノ鮎

状出血斑ノ認ノ4ラレタモノモ(Nr. 25, Nr. 26，

Nr. 28)アツタ。胸腹部臓器こハ何レモ結節形

【第18巻

成ハ認ｊラレズ、各所淋巴腺ノ特二腫大セルモ

ノモナカツタ。

牛1及ビ人Ｅ接種家兎ハ何tイモ菌接種後13日目

二屠殺シタノデアルガ、牛1接種家兎二於テ・ヽ

ん､及ビA71接種家兎一比ソ、tノバ一般二Ｍ痩軽

度デ、何レモ耳柔、眼球結膜及ビ皮下組織ノ特

二黄染セルモノ無ク、肺臓二於元ハ既二何レモ

亜粟粒大乃至粟粒大ノ結節テ無敬二認ノ･タガ、

他臓器ニハ認ｙラル・ヽごキ結節形成ナク、各所淋

巴腺ノ特二腫大セルモノモ無カツタ。肺臓ハ可

成り顕著二腫大シテヰタ。

人Ｅ接種家兎二於テハ何レモ臓痩ノ見ルベキモ

ノナク、耳柔、眼球結膜及ビ皮下組織ノ特二黄

染セルモノモナカツタ。胸腹部臓器ニ｡ハ未グ何

レーモ認・･ラノレヽごキ結節形成ナク、各所淋巴腺

ノ特こ腫大セルモノモナカツタ。牌臓ハ何レモ

可成り顕著二腫大シテヰタ。

(Ｂ)組織學的所見

(1)A62及ビA71接種家兎

ん2及ビA71接種家兎二於テ・ヽ相似タル組織學

的所見ヲ呈セル故以下一括シテ記述ス｡ル事lヽス

(句肺臓

肺臓二於やハー一般二肺胞炎叉ハ膠様小葉性肺炎

lヽモ見ルーヽごキ、肺胞内ノ繊維素ノ混出及ビ多核

白血球ノ出現少キ、主トシテ軍核細胞二少数ノ

上皮様細胞ヲ混在セル細胞浸潤竃所､々ニ認ｙラ

レル。斯ル部分ニハ主トシテ軍核細胞二喰菌サ

レタ可成り多数ノ菌蔵が散在性二認ノfラレルガ

菌ノGlobiヲ作レモノハ認ノ'ラレナカツタ。

(ロ)肝臓

肝臓二於テヘ肝全酸二肝小葉ノ周逢部Glisson

氏鞘ヨリ中心静脈二向ツテ極ノテ廣汎二亙t／ル

上皮様細胞、軍核細胞、且態細胞ノ集落ヨリ成

ル亜粟粒結節lヽモ見ルベキ細胞浸潤竃認ノラレ

之ニョリ肝細胞ノ退行腱性著シク、其ノ細胞索

・’ヽ萎縮シ、肝小葉ノ構造ハ全ク正常ノ面影子失

フニ至ツテヰル。菌醵ハ主1ヽシテ軍核細胞二喰

菌サレ、散在性ニモ認。･･ラｙノレガ、多数集ツテ
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車軸状配列ヲナシテ噌殖シ菌ノGlobiヲナシテ

　　

絲毬蔵血管内二少数認ノシレ……タモノガアツタ、、

ヰルモノガ多敷二認ノラl／タ(寫具1，2及ど３

　　

(２)牛1及ビ人ｒ接種家兎

參照)。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

人Ｅ接種家兎二於デハ牛1接種家兎こ一比シ各朧

(ハ)昨

　

臓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

器二於テ病宛軽度ナルモ大蔵相似タ所見り呈セ

肺臓二於テハ一般ヽ二牌宵ハ披張シ充血著シン、

　　

Ｊレノデ一括シテ記述りレ。

其７内皮細胞７剥奪アリ、所謂感染肺ノ所見ヲ

　　

(ｏ肺

　

臓

呈スルト共ニ、濾胞及ビ牌髄二亙り極ノ･テ廣汎

　　

肺臓二於･ルヽ、上皮様細胞、軍核細胞及ビ少敬

二上皮様細胞、軍核細胞及ビ且態細胞ヨリナル

　　

ノ且態細胞ヨリナル定型的結節形成が認ノラ

亜粟粒結節トモ兄ルベキ細胞浸潤竃認ｊ･ラレ正

　　

レ・、牛1接種家兎二於う゛ハ朕二一部乾酪撥性ヲ･

常ノ状態1ヽ著シク異ツテヰル。菌胎ハ主1ヽシテ

　　

示セルモノアリ、菌蔵ハ主トシテ軍核細胞二喰

箪核細胞二喰菌サレ散在性ニモ認ｙラレルガ多

　　

菌ザレ斯ル病竃部二多数散在性二認ノ･ランク。

散集ツテ車軸状配列テナシテ噌殖シ、肝臓二於

　

(ロノ肝

　

臓

テ見ルガ如キGlobi菌テナセルモノモ多敷認・･

　

肝臓二於テハ、上皮様細胞、軍核細胞及ビ少数

ラレタ(寫具4，5及ビ６參照)。

　　　　　　　　　　

／且態細胞ヨリナル可成り定型的ナ結節ハ主1ヽ

(帽腎

　

臓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

シテ肝小葉ノ周逡部二近ク認タラレ、鳥型菌接

腎臓二於テハ絲毬蔵二軽度ノ圓形細胞ノ浸潤ヲ

　　

種家兎二於ケルガ如ク高度廣汎ニワタレルモノ

思ハシムルモノガ僅カエアツタガ著髪ナク、細

　　

ナク、肝細胞ノ退行愛性モ軽度デアル。未グ乾

尿管ノ所見ニハ愛化ヲ認ｙ得ナカツタ。菌蔵・・ヽ

　

酪愛性ハ認・･ラレナカツタ。菌彊ハ主トシテ軍

　　　　　　　　　　

第５表

　

鳥型菌、牛型菌及ビ人ぺ･j菌10延家兎静脈内接種

菌株
家兎番

胱性別

菌接種
時趙重

　(kg)

荷積

(mg)

血清

B.E

生存

日数

で?詣　１，ｓ ｓ重一iこ（ｇ） 各臓器結節 淋

｢TI

僣重

層減

（ｇ）
時慶重

(kg)

肺
肝 （諮左 肺

肝

一一一　一一一

　－

牌

・ 　 W ● - W

㎜

腎 　　１「二4腸！腺
右｜左

A62

26 t＼1.950 10 併 11 1.330 12.0 ８．５ 70.0'　3.8 ﾄﾞ7.0 8.0 四 - - ０．Ｂ- 620

27　，，2.100
日 併 11 1.580 12.5 ９．５ 76.0 5.2　1　5.2５．０- - 四 - - ｌ「 －520

28日 1.800 ・・ ＋ ８ 1.370 12.0 ８．７ 54. Ol　　3.2５．０５．２四 ㎜ - - ㎜ ・・ －430

29　･･ 1.940 ｌ・ 併 ９ 1.560 14.5 9.7 76.0 ４．７５．３５．５ - - - - - ・● －380

A71

22　･9 1.950 ・● 併 11 1.600 11.7 ８．８ 73.0 ５．５5.5 5.8 - - - －ｌ－ ・タ - 350

23･9 2.150 ９・ 升 14 1.760 ７．０５．２113.0 ８．８７．０８．０
　-
---
　-

- - - -
り
－390

24　，，2.150 り 併 14 1.790 12.5 ８ｚ５ 79.2 6.7　1　6.0'　6.0 - -
　　　｜-　-

・・ －360

25　，，1.900
ｌ讐 併 12 1.390 ９．７７．２ 56.7

３．２　ｉ　５．５５．５四 - - - 〃 ●・ - 510
－-一一　200

牛1

14　･● 1.920 り -ｆ ゛13 1.720 ８．０５．５ 96.0　3.2 ８．７8.0
－
9.7

併 - 四 - - ・・

15･･ 2.000 ●●
- ゛13 1.550 18.0 12.0 79.0¦　　5.7９．２ 桐･ -

一一
㎜

- - 〃 １・ - 450

16･･ 1.980 ・・ - ゛13 1.960 ９．０６．５ 84 5 6.5 7.0 7.7 併 - - 〃 ・・ －　　20

17り 1.960 ・・ - ゛13 1.980 10.0 ７．５ 80.5 ６．２7.21 7.7 桐･ - 四 - ㎜ ●● ＋　　20

人!･･

10　夕争2.200 ・・ -

--
　㎜

*13 2.150 ９．０６．５ 70.0 ４．５8.01 8.5 -
　 -

一 一 　 -

　 -

　 -

四 -　- ・・ －　　50

11･･ 2.090 ・・ 413 1.800 ７．０５．０ 76.0,　　3.0７．５７．５- - -

－-　－－

〃

〃 日 －290

12 ，，2.120 ・● - ゛13 2.080 ９．０６．７ 97.0 ３．５９．５９．０〃 ㎜ -
・タ
－　　40

13 j 2.350 ●● 〃 ゛13 2.3?0 8.5 6.0 106.0‘　3.0 7.5! 7.5 〃 －し 一　一 ･･　1－ 20

血清B.E -　Hi]mans　van den Bergh 氏法ニこ=･リ定J,vym査中ノ最高値ヲ示ヅ

ー:存在全グ検出ン得ザノ1ノモノ

　　　　　

士：痕跡的二認メラt／ﾉ･/モノ

十：0.5 B.E以上1.0 B.Eマデｚ.=Ｅｚ　　十十：1.0 B.E以上2.0 B.Eマデ／モノ

佃･:2．0B.F 以上ノモノ　　　　　　　０.Ｂ:特記ヌペキモノナジ

４印ハ屠殺セノ1/ヲ示.ス
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核細胞二喰菌サレテヰルガ漑ネ散在性二存シ、

鳥型菌接種家兎二於テ見ルガ如キ菌ノGlobiラ

作レノレモノ゛｀認メラレナカツタ。

くハ)牌臓

牌臓二於テ・ヽ一般二充血シ牌畳'披張モ認ノ･ラ

レルガ、其ノ程度鳥型菌接種家兎二比シテ軽度

デ、軍核細胞、上皮様細胞ヨリリール比較的定型

的ナ結節ノヽ濾胞二一致シテ所々ニ認ｊラレJレガ

未グ乾:酪受‘1生サ元c7ヽモノダ｀認メラレナカツタ。

菌値ノヽ主トシテ軍核細咆二喰菌サレ慨ネ散在性

二認ノラレ、鳥型菌接種家兎二於利かレガ如キ

菌ノGlobiラ作レルモノハ認メらレナカ・ソタ。、

(ニ)腎臓

牛1接種家兎二於テハ腎臓閲質部二少倣ノ比較

的定型的結節ヲ認ｙ其ノ部二菌幄升

ノアルモ、 人心き種家兎二於テノヽ病愛ノ認ムベ

キモノナク、菌贋モ鏡検出来ナカツタ､、

以上本節ノ賞験成績テ總括的二表示スレバ第５

表ノ通りデヘル。

表中、血清Ｂ．Ｅ(｢ビりレビ｀ご｣軍位)ハHi｣maus

van den Bergh 氏法こ依り検査中ノ最高値リ

刀てシ、

　

㎜

　

● 「ビルリビン」ノ存在全々検出シ得ザ

楡

　

査

　

事

　

項

－

　　　　

－---一一

18
－
19
－
20
－
21

苫｀

-

・９

-

・９

[両接種

時潜重

(㎏)１

10

・・

-

● ●

Ｂ

接

種２

後

一一

一

"
-

-

　

一

　

－
－一八－

　

’二_1‾

第７表

㎜

１存
121白

？・

　

Ｉ

　
　
　

｀

　
　
　

ふ

Ｉ
言
一
讐

－

４

--
-
一
一
一
-
-
-
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〔附〕鳥型菌TBv,家兎静脈内接種賓験

１．

　

賓験方法

第２章二於テ述ベタ如ク鳥型菌TBn菌株｡ハ家

鶏接種ニョリ「ビルレごソ」極メテ低下セル事？

認八且ヽソ像備賓験二際シラモ75日ノ永キュワ

タツテ生存シ而モ剖検時牌腫モ認ｙ得ナカヽソタ

ノデ。Type Yersin“　’本態究明ノ賓験二使

用フリレノハ不適営ト考へ、こヲ･除外シ、別二家

兎４頭ノ耳静脈内二夫々菌量10赴列妾種シ、血

清「ビリルビ・」町宵長、生存日倣及ど剖検所見

ラ観察シタ。

２．賓験成績（第６及ビ７表）

ＴＢｎ接種家兎ハ何レモ極メテ慢性二経過シ、52

日乃至92日

　

・永キニ亙ツテ生存シタ。黄疸ノ

発現ノヽ４頭中２頭二於テ(Nr. 19及ど20）認ｊ

ラレタ。印チ血満「ビリルビン」’ヽ何レモ10日

目迄ノヽ検出出来ナカヽソ々が、Nr. 19 -於モハ

12日目= 0.5BE, 14日目= 1.8 B.E, 18日目

第６表

　

鳥型菌TB.3 10駈家兎静販内接種

清
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鳥型菌TB,, 10駈家兎静脈内接種

各臓器重量(ｇ)
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ｉ
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菌株性

　　

胆
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ｊ（ｍｇ）へ＼･削

TB,;^

家兎番

技性別

18･1･ 2.050 10

19　9讐 2.120 ●・

20　l･ 2.150 ・・

21　19 2.070 ｌ・
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1.580 ５．０
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＝0．5B.E, 21日目ニハ痕跡的トナリ以後詐失

シテヰル。Nr. 20ニ於テハ12日目= 1.75B.E,

14日目= 2.0B.E, 16日川＝＝0．75B.E, 18日目

= 0.5 B.E, 21日目ニハ痕跡的トナリ以後詐失

シテヰノレｏ

他ノ２頭Nr. 18及ビNr. 21ニ於テハ終始之

せ認ノリレ事が出来ナカツタ。

何レモ廠痩甚グシク，恰死時400乃至760瓦ノ

値重ノ減少テ示シタ。剖検時耳柔及ビ皮下組織

ノ黄染ナク肝臓及ビ牌臓ノ腫大等認ｙラレズ，

胸腹部臓器ノ結節形成及ビ淋巴腺ノ特二腫大セ

-

W - 関メ川 1013

ルモノモ認メラレナカッタ、、

斯ク慢性ノ経過ラ取り牌腫モ認ノラレナカッタ

ノデ。Type Yersin “　トハ認メ難夕、且ッ本

菌､ハ家鶏接種二依り其ノ「ビルレンツ」極ノテ低

下セル事ヲ認ノ‘タノデ常時余ハ死因不明ナ､にー

－等閑二附シタヰタノデアッタガ、Ａ． Ｓ．Ｇri-

ｍｔｈ゛モ鳥型菌ノヽ家鶏二對シ、其ノ特有ノにビ

ルレンツ」タ失ッタ後モ、尚本家兎二對シテ・ヽ或

ル病原カタ保持シテヰルト述べ｀テ居リ、第三ノ

病型二属スルモノデノ・ヽナカラウカト想像サレル

ノデアル。

第２節

　

時間的二観察シタｙ各臓ぶ所見拉こ菌分布状態二就イテ

余・ヽ前節二於テ鳥型菌Ａ６２及ビA71接種家兎｡ハ何レモ

。Type Yersin "ヲ以テ２週日以内二惚死ン１週日前

後ヨリ黄疸ノ費現認メラレ・、臓器ノ組織像二於テ著硬

ノ認メラlﾉﾉ1／／ ・ヽ肝臓及ビ牌臓デアツｆ是等臓器ニ

・ヽ菌髄多敷壇殖s／テ車軸状配列ヲ九フ､菌ノGlobレノ

認メラ＼yj]/事ヲ邁ベタ､、

本節二於テ､・ヽ各臓器ノ組織學的硬化ヲ時間的二追究

s／、菌分布状態蚊二斯ル脊レGlobレハ菌接種後何日

頃ヨリ出現ヌルカヲ知ラゾトシ≒タ。

　　　　　　　

第１項

　

賓験方法

賓験動物トソテハ白色雄性家兎12頭ヲ、供試菌トジ

テ・ヽA62ヲ用ヒ、前記法ノ如ク處置ンテ滅菌生理的貪

噫水１耗二菌最10託ヲ含ム不等ナル菌浮游液１耗ヲ

夫々耳静脈内二接種ン、菌接種後10分、30分、１時

間、３時間、６時間、10時間、１日、３日、５日、

７日及ビ11日（Ｎｒ. 109, 1頭ハ11日目二需死）ニ各

１頭宛撲殺シ、直チニ剖検二附ン肉眼的所見ヲ精査

s／、肺臓、肝臓、牌臓、腎臓等・諸臓器･ヽ之ヲ秤量

ン、後10％「ホノ1/-・リｙ」液ダ固定シ、法ノ如グ處理

びテ「ノ゛ラフィｙ」切片ヲ作製ン、にヘマトキジリソーエ

オツゾ」重複染色及ビZiehl-Neeisen氏菌殼染色り行

ヒ、各臓器ノ組織學的所見政二菌分布状態ヲ検索ン

タｏ

　　　　　

第２項

　

賓験成績（第８表）

第８表二各臓器重ぢ:及ビ菌皺ヲ示ヅタ。菌蚊｡･ヽ組織

標本鏡検二依リGaffkyヲ以テ大叢ヲ現パンダ。

　　　　　　　

第１日

　

肉眼的所見

菌接種後７日及ビ11日目二撲殺セルNr. 106及ビ

Nr. 110 tl:・｡11日目二饒死セノl/Nr. 109ニ於テハ耳

柔、眼球結膜及ピ皮下組織ノ黄染認メラレ、牌臓ハ頴

著二腫大s／テヰタガ其ノ他ニハ特いごスベキ所見ナ

ク、結節形成モ認メラレナカツタ。

Nr. 109 ＝於テハ肺臓ノ充血強ク赤褐色ヲ呈s／、叉大

腸粘､膜二軽度ノ出血斑が認メラレ・タ。、5日目迄二撲

殺セル他ノ９頭ニ､於テハ全ク特記プ･心キ所見ハ認メ

ラ1ノナカツタ。

　　　　　　　

第２日

　

組織學的所見

1）肺

　

昧

（イ）菌接種後10分、30分及ビ１時間ノ所見

肺胞壁二僅カニ浄游状ヲ呈セル部分アル／１デ未ダ

細胞浸潤竃・ヽ認メラレナ仁’両値ハ小血管乃至肺胞

毛細管内ニテ個々ニ遊離ン叉皺個カタマツテ存在s／、

10分後ノモノニ於テハ可成［多数認ｙラレルガ時間

ノ経過ト共二減少ｙテヰル。

ヽロ］菌接種後３時間、６時間及ビ10時間ノ所見

所々ニ肺胞壁及ビ呼吸紙管枝梢ノ多少充血セル部分

作ン、其ノ部二少皺ノ単核細胞ノ浸潤認ノラレルモ、

多核白血球ノ出現､ハ極メづｰ少瞰タアル。単核細胞八

時間ノ経過ト共二其ノ数ヲ壇ジテヰル。菌値ハ主ト

ンテ慧等細胞浸潤危二認ｊラレ少敷・喰崎Ｊ－レテキ

ノレモノモアルガ同値ノ徽ノ｀更こ減でねジテヰノレ。

い丿菌接種後１日及ビ３日・所見

肺胞壁及ビ呼吸紙管枝梢壁僅カニ肥厚シ、毛細管壁ニ

モ主トｙテ単核細胞ノ浸潤認タラレル部分アリ、多核

白血球ハ少敷ゲアル。斯ル部分一両骸・ヽ少瞰喰曲サ
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８表

　

時間的二観察ンタル各臓器菌分布状態及if｀重量

家兎番姚

性　　別

菌接種略
暦　　重

　(kg)

菌量

(mg)

菌接種ョ
リ屠殺マ

デノ時日

各臓器菌撒
(｢ｶﾞフキー｣)

各臓器重量（g）

肺 肝 牌 腎 評価ｆ 牌
腎

右 左 右 左

93含 1.680 10 10､分 Ｖ．．VI VI Ｖ １　4.8 ３．０47.0 １．２６．８６．８

95 t 1.680 ●警 卯分 Ⅲ Ⅲ VI Ⅲ Ｉ ５．８３．４50.0 １．０５．９６．２

96含 1.860 ●９ 1時間 Ⅲ Ⅲ Ｖ Ⅲ Ｉ　！　５．４３．０48.0 １．２７．２７．４

97含 1.740 ●● 3時間 Ⅲ Ⅲ Ｖ IV Ｉ　Ｉ　４．５３．０

↓．２

52.5 1.0　１　5.8６．０

99 t 1.720 ・・ 叫間 Ⅱ 皿 IV Ⅱ １　５．２ 56.5 １．５７．２７．０

100 t 1.730 ・ｌ 10時間 Ｕ Ⅱ IV IV Ｉ ４．７３．２42.5 １．４６．５６．６

101 t 1.530 ●● 4F卜 n Ⅱ IV Ⅲ Ｉ ５．２３．８54.0 １．３７．０６．９

104 ‘;!;｀ 1.630 り ３日 Ｉ Ｉ VII VI １　１　５．４３．４62.0 １．５６．８６．８

105 t 1.600 ●● ５日 Ⅱ 皿 VⅢ vn ０ ４．２３．２58.4 １．４７．４７．２

106 t 1.540 n う７日゛ n Ⅱ IX VI １ ６．２４．８64.5 ４．０１５．６５．４

109 t 1.650 ・・ 死11日 TV
一一IV

IV IX IX ０ ９．２７．０54.8 ５．２５．８５．８

110 t 1.650 ・● 11　日ヽ TV I χ TX　Ｉ　Ｉ　5.8４．２72.4 11.2　1　7.4７．４

【第18倦

　　　　　　　　　　　　　　　　

各臓器菌数ハGaffky Nr. ヲ以テ表・ヽヌ

レ叉遊離ジテ認メラl／ルガ其ノ数ハ更二減少シテヰ

　　

可成り多数存s／、10分後ノモノ（Ｎｒ．93）ニ於テハ大

ル。

(ニ)菌接種後５日及ビ７日ノ所見

肺胞壁及ビ呼吸気管枝梢部二主トヅテ単核細胞二少

数ノ上皮様細胞ヲ混在セル浸潤竃認メラl／、菌暦／ヽ斯

が

(ホ)菌接種後11日ノ所見

撲殺セルNr. 110ニ於テハ局部的二所々肺胞壁及ビ

小気管枝壁二主トヅテ単核細胞ヨリナリ、少数／上皮

様細胞ヲ混在セノ1ノ細胞浸潤恣認メラt／壁ノヽ肥厚入

多核白血球及ビ肺胞腔内ノ浸出液・ヽ殆ｙド見常ラナ

イ。斯ル部分二菌潜ハ可成り多数散在性二認メラレ

ノl/が菌ノGlobiヲ作ソルモノハ認メラ1ノナカツタ。

需死セノ1/Nr. 109 ニ於テモ略ｔ之ト同様ニヅテ、所々

局部的二肺胞腔壁及ビ小気管枝壁二旱核細胞、上皮様

細胞ヨリナル細胞浸潤恣認メラレ壁｡ハ肥厚s／、単核細

胞及ビ血漿が肺胞腔内二出テ、繊維素ノ浸出少ク、多

核白血球・ヽ殆ｙド見常ラナイ所謂小様性膠様肺炎二

似タ像ヲ呈シテヰル。斯ル部分ニハ可成り多数ノ菌

墟が散在性二認ノラｙルガ菌ノGlobiヲ作レノ1ノモノ

ア｀認メラレナカツタ。

2)肝

　

臓

∩)菌接種後10分、30分及ビ１時間ノ所見

一一般ごニご

(Ｎｒ．96)経過・モ・ニ於テ・ヽ、肝細胞二附；涸濁腫

肱

多数毛細血管中二遊離シテ存スノl/が｀、30分及ピ１時

間後ノモノニ於テ・ヽ既二可成り多数Kupffer氏星芒

細胞二喰菌サレテヰルモノモ認メラl／、中心静脈中ニ

モ少数認メラｙタ。肝細胞中ニ・ヽナク、叉菌ノGlobi

ヲナセノt/モノモ認メラｙナイ。斯ﾉ1/像ハ小葉ノ周漫

部Glisson氏梢ノ近クニ多ク認メラl／タ。

(ロ)菌接種後３時間、６時間及ビ10時間ノ所見

一般二毛細血管ハ福張s／、肝細胞ノ原形質二空胞形成

ノ認メラ1／ルモノアリ、10時間後ノモノ(Ｎｒ. 100)ニ

於テハ斯ル空胞形成｡ハ可成り廣汎二亙ツテ存s／、小葉

中心部二近ク強度デアノl/。未ダ細胞浸潤竃ノヽ認メラ

1／ヌ

菌胎・ヽ主トシテKupffer氏星芒細胞二喰菌サl／毛細

管内二遊離ジテがスルモノハ極メテ少々、硯野中ノ数

べ

(ハ)菌接種後１日及ビ３日ノ所見

１日後ノモノ(Ｎｒ. 101)ニ於テハ前邁10時間後ノモ

ノぐNr.100)ト殆タド同様ノ所ｌヲ呈ジテヰノl/カ’、３

日後ノモノ(Ｎｒ．104)一於テハ肝細胞ノ空胞形成ノヽ極

ｊテ廣汎二亙ツテ存s／、小葉中心部二近ク強度デア

ル。Kupffer氏星芒細胞ノ壇殖多少現・ヽl／ Glisson氏

鞘二近グ少敬ノ旱核細胞ノ浸潤認メラ1／ノl/部分アリ、

菌漕｡・ヽ是等細胞二喰菌サレ硯野中ノ敷・ヽ考加ンテヰ

ルガ孔ダ車軸状配列ヲナシテ考殖セル菌/ Globi /ヽ

認メラソナイ、
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(ニ)菌接種後５日及ビ７日ノ所見

５日後ノモノ(Ｎｒ．105)ニ於テ川狗邁３日後ノモノト

殆ソド同はナ所見ヲ呈ヅテキノ1ﾉｶﾞ、７日後ノモノ

(Ｎｒ．106)ニ於テハ、小葉ノ周漫部Ghｓｓｏｎ氏鞘近グ

ノ単核細胞、上皮様細胞ノ浸潤及ビKupffer氏星芒

細胞ノ壇殖ハ其ノ最ヲ壇こ／テキノ1/。菌暦ハ是等浸潤

竃二多倣認メラl／、硯野中・敬・ヽヨリ壇㈲s／、菌壇多

数集ツテ車軸状配列ヲナンテ雅埴ン、菌/ Globiヲ

ナセルモノ少数ヲ認メラl／ﾉ1／ニ至ツテヰノ1/、

(ホj)菌接種後11日ノ所見

小葉周澄部Glissｏｎ氏鞘＝=･リ中心･穿瓜圧ク迄単核細

胞、上皮は細胞ノ浸潤認メラ1／、之二依り肝細胞ハ蹟

逍サt／、其ノ細胞索。･ヽ萎縮ン空胞影成モ認メラ1ﾉﾉ1/。

Glisson氏梢部二存｡ｽﾉ則ヽ鵬管｡・ヽ斯ﾉ財田胞浸潤ノタメ

●ニｊ

ハ比較的正常二近イ。

斯ﾉ1／礎化が肝全謄二而モ廣汎二亙ツタぶンテヰノl/ノ

デ肝臓ハ灸･ク正常ノ面杉ヲ失フニ至ツテヰノl/。菌澄

ハ斯ﾉt/亜粟粒結節トモ見ﾉl/ベキ細咆浸潤竃二無敬二

認メラ1／、散在性ニモ存jスルガ、多徴集ツテ、車軸状

配列ヲナジテ増殖菌y Globiヲナセルモノモ多敷認

メラレノt/。

3)牌

　

臓

(イ)菌接種後10分、30分及ビ１時間ノ所見

一般二僅カニ充血ヲ認メル外特記｡スペキ所見ナク、菌

留・ヽ可成り多数散在性二存ン、牌髄及ビ濾胞内二認メ

ラソルガ時間ノ経過ト共二減少ジテヰノ1／。菌/ Globi

・ヽ認メラl／ナイ。

(ロ)菌接種後３時間、６時間及ビ10時間ノ所見

一般二充血認メラレ、10時間後ノモノ(Ｎｒ. 100)ニ於

テベ慮胞細胞ノ軽度ノ噌殖ヲ認メタ。菌聘・ヽ牌胞及

ビ]刎包内二散在性ニがン、菌ノGlobiヲ作1ノ｡4/モノ

ハ認メラｙナに

　

６時間後ノモノ(Ｎｒ． 99)ニ於テハ

硯野中ノ菌皺ハ可成り減少ンテヰ犬

(ハ)菌接種後１日及ビ３日ノ所見

-
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一般二充血ン、牌賓ノ充盈及ビ軽度ノ橋張俘シ、３日

後ノモノ(Ｎｒ.104)ニ於テハ牌髄及ビ濾胞二於々ル網

状織内皮細胞ノ軽度ノ堵殖ヲ認メタ。斯ル９化ハ牌

全局ニワタツテ廣汎二作jスル。多核白血球・ヽ其ノ徴

価メテ少グ、菌聘・ヽ主トジテ単核細胞二喰菌サレ’、遊

離ジテ存ヌルモノハ減少ジテヰル。３日後ノモノニ於

テハ硯野中ノ敷ハ可成り培加ンテヰルガ車軸状配列

ヲナンテ培殖セノl/菌/ Globiハ見常ラナし

(ニ)菌接種後５日及ビ７日ノ所見

一般二充血ン、肺吝ノ充盈及ビ核張認メラレル。斯ﾉl/

所見／ヽ7日後ノモノニ於テ｡・ヽ可成り著明デア゛９テ、内

皮細胞ノ剥離セノl/モノアリ、牌髄二於テ・ヽ比較的軽

度デアノ1/が濾胞二於ケル網状織内心細胞ノ雅殖著ジ

ク、其ノ周漫部ニハ単核細胞ノ浸潤認メラレ、上皮様

細胞ノ形態ヲ呈フ､ルモノモ現ハレテヰル。斯ル硬化

ハ牌全髄二亙ツテ廣汎二存｡スル。

菌局ハ主トンテ単核細胞二喰菌サレ散在性ニモ認メ

ラlノルガ多徴集ツテ車軸状配列ヲナンテ雅殖ン菌ノ

Globiヲナセルモノモ少敷認メラレルニ至ツテヰル。

(ホ)菌接種後11日ノ所見

一般二充血認メラソ、牌吉ノ振張著ジリ、其ノ内皮細

胞ノ剥験認メラレル。斯ル硬化ハNr. 110 ノ方が高

度デアル。

沁胞及ビ牌胞二亙り極メテ廣汎二単核細胞、上皮槌細

胞ノ浸潤竃存s／、上皮揉細胞ノ形態ヲ備ヘタモノハ７

日目ノモノニ比ジテ共り

認メラレナイ。菌贈ハ是等浸潤竃二極メテ多敬二存

在ン主トジテ単核細胞二喰菌サt／テヰノl/が多徴集･ソ

テ車軸状配列ヲナシテ壇殖シ菌ノGlobiヲ作レルモ

ノモ多徴認メラレル。

4ﾝ

　

腎

　

臓

腎臓二於テ､・ヽ全経過ヲ通ジ殆●ト愛化認ノうl.く11

日目撲吸セルNr. 110 ニ於テ僅カニ絲毬瀞二圓形細

胞ノ浸潤ヲ思｡・ヽジムノ1／モノガア｡ツター過ギナイ。菌

僻ハ極メテ小徴絲毬潜血管内二認メラレ久

第３節

　

流血中ヨリノ菌培養所見

　　　　　　　

第１項

　

賓験方法

貨験動物トンテハ白色姻生家兎４頭ヲ、供試菌に／テ

ハＡ,2ヲ用ヒ、前詣去へ如ク處置シテ滅菌生理的食

層水１耗二菌量10託ヲ含ｊヽが如キ菌浮游液１耗ヲ耳

静脈内ユ接種ン、菌接種ノ翌日ヨリ隔日叉・ヽ毎日５耗

ノ血液ヲ探取ヅ、Ｌｏｅｗｅｎｓtｅｉｎ叫氏改良法二従ツテ培

養ンタ。探血方法1ヽンテハ２頭ぐNr. 63 及ビNr. 64)

・ヽ耳静脈ヨリ滴下シテ探取s／、2頭(Nr. 65及ビ
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Nr. 66ルヽ心臓穿刺二依ツタ。探血方法ヲニ様ニヅタ

ノハ心臓穿刺ノミ､ニョノt/ト多数ｚ菌ヲ含ンデヰノ川ヽ

考ヘラt／ﾉ1/肺臓ヲ穿刺ジテ、注射針二菌ノ附著jスル事

ヲ考慮二入ｙタノト叉斯クク、ル事ニ＝=･リ心臓内血液

中ト末梢血管内血液中1ヽノ菌ノ分布状態モ大髄究知

出来ノ1/ト考ヘタカラデアノL/。

培養方法:堡メ滅菌セル10％絢撒酸曹逢液３耗ヲ入

1／タ有蓋大型滅菌沈澱管二血液５耗ヲ採リ、更ニ30

耗ノ滅菌蒸傾水ヲ加へ（振盛ｙテ溶血ヲ促シ’）溶血セ

びメタ後、3000廻轄、15分間遠心沈澱ｙテ上清ヲ棄

テ、更二再ビ30耗ノ滅菌蒸庸水ヲ加へ、溶血ヲ充分

ナラシ’メ、再ビ3000廻絡15分間遠心沈澱後、上清

ヲ棄テ、其ノ沈康二像メ滅菌セノ1/5％硫酸水約１耗ヲ

加へ、充分慶挫ヅ、更ニ3000廻絡15分間遠心沈澱

1／、其ノ沈康ヲ其ノ僅可及的等量宛、３本/ Petra-

gnani氏培地ト２本/ Kirchner氏培池トニ培養ｙ、

法ノ如ダ「パラフィｙ」ニテ封ジ37 C /孵卵器内二保

チ、１ヶ月ノ後集落ノ我生ヲ精査ｙタ。

【第18巻
一 一 一 一 一

培養二際ｙテ・ヽ總テ可及的無菌的二處置｡スペク努力

ジタ事ノヽ云フ迄モナイ。

　　　　　

第２項

　

賓験成績(第９表)

第９表二示ス全動物全経過ヲ通ジテ陽性成績テ

得や居リ、心臓穿刺ニョリ探血セルモノノ方が

漑シテ集落ノ稜生敬ハ多カツタ。集落ノ敬生何

レモ培養２週日内外デ認ｊラレタ。大醒菌接種

翌日ト発死前二於テ多敬ノ集落ノ敬生ヲ認ノ･テ

ヰルガＮｒ．64ノ如キハ必ズシモ然ラズ、且ツ

沈漬ヲ塗布フヽル際、可及的等量宛探取ス・ヽごク努

ノ･タガ其ノ量尤ヨリ正確二等量二出来ナカツタ

ノデ、此ノ集落敬ヲ･以テ直チェ血液中ノ菌量テ

云々やレ事ハ出来ナイガ以上ノ成績二依り菌血

症ノ状態ニアル事ハ確カデアル。

(表中Kirchner氏培養ノモノハ唯之が塗抹標

本ニョリ菌膿ノ謐明出来タモノヲ(十)ナシタ、、

第９表

　

流血中ヨリノ培養成績

家兎香

弦性別

菌接種
時栽重

(kg)

菌量

(mg)

採血

方法
培地種類

培地

香妓

培　養　日(菌接種後日数)

生存

日数

死亡時
僣　重

(kg)

11/Ⅲ13/0115/Ⅲ17/ni18/Dl20/in22/1124/Ⅲ25/ni

１ ３ ５ ７ 8 < 10 12　，14
　　1

15

63

含

1.830
A62

lOmg

耳
評

脈
ヨ

リ

「ペ　ト　ラ

　ニヤー

　ニ」

U併・+蛸十 升 +仔 十十 十十 併 併

15 1.570

II） ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 併 併

Ⅲ（十 ＋　＋ ＋ ＋ 十十 升

＋

併

「キノ1/ヒ

　ナー」

１ 十｜十 ＋　＋ ＋ 十 ＋ ＋

Ⅱ ＋ ＋ ＋ｌ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

64

含

1.530 ｌ●

耳
静
脈

ヨ
リ

「ペトラ

　ニヤー

　ニ」

１ 十十 ＋ 併 ＋ 併

10 1.250

Ⅱ 併 併 升
－一
升

併 ＋

Ⅲ 升 十十 升 ＋

「キノl/ヒ

　ナー」

１ ＋ 十 ＋ ＋ ＋

Ⅱ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ｜

65

含

1.750 ●●

心臓

穿刺

｢ペトラ

　ニヤー

　ニ｣

１ 併 十

十

升１併 +4+ 併

11 1.310

Ⅱ 佃･ 升１＋ 十十 併

Ⅲ 併 十十 十十 十十 併 併

「キノ1/ヒ
　ナー」

Ｉ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

一一
＋

＋ｔ

Ⅱ ＋ ＋ 十！十 十

66

j;!;｀

1.730 ・●

心臓

穿
刺

「ベトラ

　ニヤー

　ニ」

１

遠

心
管
破
損

＋ 升岬 併 十十 併 併｜桐’

15 1.260

Ⅱ 十十 升>紆 併 併 ＋ 十十

升

併

Ⅲ 併 十声づ十 ＋ 十十 桐･

「キルヒ

　ナー」

Ｉ ＋ ＋ 十１十 ＋ ＋ ＋ ＋
Ⅱ ＋ -ﾄ｜十 十 ＋ ＋ ＋ ＋
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種
重
接
塑
菌
時

(kg)

朝川＝鳥型結核菌ノ「ビルレｙツ」ニ圖クヽル研究
一一 - ･

菌量

(ｍｇ)

一 = ･ ＝ 一 一 一

1 900
1　A‘い

　

゜

　　

トlOmg

1.850 I lOmg i

ｌ

　　　　　

ｉ

第10表

　

膀胱内尿ヨリノ培養成績

培

　

養

　

日(菌接種後日敷)

培地
ii

　

18/町2o/りZ3/K

　

八j

　　

___＿___，＿

　　

____

　　　

＿

１

－一一

　

十十

Ⅲ

－
Ｉ

II

＋

一

併

一

十§+

３

－
＋

一
一

升
土

十十

　

・

　

＋

一一
併

　　

＋

27/n

6

　

1

　

10
－
＋

－

＋

世
漕
升

-
４-雑

†
－
併

－一一一一一一一列

十
一
併

1/Ⅲ・4/I
’

Ｉ

Ｉ

Ｉ

16

4升

-

　

＋

-
桝

死亡
卜引茄
日数

14

時
重

16
‐

―

’

(kg)

1.420

1.390
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Petragnani氏培地培養ノモノ・ヽ第２章第２節

　　

ノ記載二準ズル)。

　　　　　　　　　　　　　　

第４節

　

膀胱内尿ヨリノ菌培養所見

　　　　　　　

第１項

　

資験方法

　　　　　　　　

沈康ヲ其ノｌＰｅtｒａｇｎａｎｉ氏培地３本二塗布シ、法ノ

賓験動物トシテ’ヽ白色雄性家兎２頭ヲ、供試菌トッテ

　　

如ク｢″ラハタ｣ニテ封ジ37°Ｃタ孵卵器内ニテ培養

ハA62ヲ用ヒ、前記法ノ如ク處置ッテ１耗ノ滅菌生理

　　

ンヽ１″月７後其タ集落゛登生ヲ精査シタ。

的食甕水二菌駁10託ヲ含ム平等ナル菌浮游液１耗り

　　　　　　　

第２項

　

賓験成績(第10表)

夫々耳静脈内二接種s／、菌接種後1, 3, 6, 10, 13日　　第10表二示っ、如ク何レモ全経過ヲ･通ジ陽性成

目jヽラ＼卜とし氏｢カテーテル｣:こｰ：ヨリ膀胱内尿ヲ探取ン

　　

績９得ダ:集落:

(Ｎｒ．272 ニ於テハ16日目・ヽ惚死剖接時膀胱内瀦留尿　　外デ認ノラレ、第１日目培養ノモノニ最モ多数

ヨリ探取)、戸田教授二従ヒ、其ノ10耗ヲ像刈戒菌セ

　　

ノ集落ヲ'認ｊタ・

ﾉﾚ遠心沈澱管二入レ、3000廻縛15分間遠心沈澱シ上

　　

培地二塗布サレタ沈査７量が正確二等量デナ４

清ヲ棄テ、其ノ沈康二約５耗ノ慄メ滅菌シ置キタル

　　

タヘ硬生シタ集落放丿以テ直チェ多量ノ菌が

５％硫駿水ヲ加へ、充分疫拝ン、約20分間放置S‥

　　

排泄サレテヰルト断定ハ出来ナイガ第１日目ニ

ノ゛後再ビ3000廻韓15分間遠心沈澱ン上清ヲ衆ｆ、

　　

最モ多量ノ菌排泄ガアルモノノ揉デアル。

之ラ艶死セシ八其ノ際１週日前後二黄疸ノ発

現心レ事賞ヲ･記述シタ。然ラバ之等鳥型菌株ハ

菌量何垣迄。Type Ｙｅｒｓin¨テ惹起セシノ･得

ルカ、叉黄疸登現ノ事賓ハ鳥型菌二特異ナルモ

ノカ、及ビ之が菌量トノ開係ヲ･知ラントシテ本

責験ヲ･行ツタノデアル。

　　　　　　

第１項

　

賓験方法

供試菌ハ鳥型菌トヅテA62及A71、特型菌1ヽシテ牛Ｅ輸

13

四
－
＋

雑

　　　　　　　　　　

゛比亡時ノ膀胱内瀦留水尿ヨリ

　　

雑。･ヽ雑菌ノ生エタルモノ

　　　　　　　　　　　　　　　

第５節

　

諸種菌量接種所見

余ハ第１節二於テ教室保存ノ鳥型菌株Ａ６２既ビ　　入型菌トンｙ人Ｆ株ヲ用ヒ、各菌株二對ン家兎15頭

A71ノ｀ヽ菌量10駈サ家兎ノ耳静脈内二接種ソ､ﾉﾚ時

　　

ヲ用ヒ、夫々３頭宛５群二分利島型菌ハ５狐、1

．'｀共ニ。Type Yersjn “ ヲ･以テ２週日以内二　　冦ヽ1/lo駈、l/loo屈及ピ1/1000駈、牛型及ビ人型菌’｀

10託、５狐、１廷、1/10託及ビ1/100狐・如ク菌量ヲ

漸減ジ、法りロツ處置シテ所要菌量が１耗ノ滅菌生理

的食晩水二含-･・レルガ如キ平等ナル菌浮游液１耗ヲ

夫々耳静脈内二接種ジタ。

本章第１節ノ賓験二依り黄疸ノ費現ハ菌接種後１週

日前後∃l･デアノ1/事ヲ知ツタノデ、血清｢ビリルビｙＪ

ノ定最ハ、１週日乃至３週日ノ問ハ隔日叉ハ２日置キ

ヘ

　

ソ1／以後・ヽ５日乃至７日ノ間隔ヲ置イテ測定ン

ｙ尚ｔ黄疸費現前後二於テ聘重比較的急激二減少
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ｸ、ル傾向ヲ認メタ・デ大器検査ｙ

都度器重ヲ秤量スル事トシタ。

動物鴨死セノ1/時・ヽ「if及的速カニ剖

橡二附シ、２ヶ月ヲ経過クロ1/モ恂ホ

生存セルモノ・ヽ屠殺剖検シ孔

採血方法、血清「ビリノl/ビ心ノ定量

八本章第１節二記邁ンタ通りデア

　　　

第２項賞験成績

　　

第｡1日

　

ふ2接種家兎

　　　

（第ｎ及ビ12表）

（１）菌量５駈ノ場合

Ａ,。５旺接種家兎Nr. Illハ

14日.Ｎｒ.112ノヽ12日、Nr.ll3

．・ヽ15日サ以テ何レモ発死シ久。

血清「ビリルビふニ」ハ７日日ここハ

何レニモ検出出来ナカツクガ10

日目二於テNr. Illハ1.8B.E,

Ｎｒ．ｎ２ノヽ1.2B.E, Nr. 113ハ

痕跡的、13日日ニNr. 111 ､・ヽ

2．5 B.E, Nr. 113ハ０．６Ｂ．Ｅノ

血清「ビリルビン」十夫々定量シ

得タ。

酸重ハ何しモ黄疸碓現後ヨリ急

激二減少シ、箆死時Nr. Ill

ノベ70瓦、Nr. 112 -ハ570瓦、

Nr. 113ハ520瓦・減少ヤ示し

タ。

剖検時何レモ耳菜及ビ皮下組織

ノ黄染ヲ認ノ･タ、、胸腹部各臓器

－ハ何レモ肉眼的二認メ得ベキ

結節形成ナク、肺臓ハ可ナリ顕

著二腫大シ、Nr. Ill ハ７．２瓦、

Nr. 112ノヽ４．０丸、Nr. 113 -

５．４瓦こ達シテヰル、。

2j

　

菌量１駈ノ場介

Ａ,、１駈接種家兎Nr. 114ハ

24日、Nr. 115及ビNr. 116ハ

夫々16日尹以テ何レモ弊死シ

I
Ｘ
／
Ｏ
こ
Ｘ
［
ｌ

- - -

叫
．
工

聡

欄

　
　
　
　
　
　
　

（
ｊ
）

　

陛

Ｘ
Ｉ
／
６
Ｚ
　
　
　
Ｍ
　
＾
ｉ
　
ｈ
＼
　
Ｍ
　
４
Ｍ
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ｌ
　
＾
'
-
'
Ｖ
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紙

聊
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袱

諒
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－
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‘
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-

　

Ｕｎト

9
’
Ｚ
　
　
≪

？-4

9
*
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？＋1

⑤
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―

’

‐

ｉ

‐

―
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ｙ
ｆ
　
Ｉ

‘

！
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ｆ
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ｔ
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タ。

血清「ビリルビン」ノヽ10日目ニＮｒ．116ノ･ヽ痕跡

的二認メラレタガNr. 114及どＮｒ.】15ニ於

テハ検出出来ナカツタ。13日目ニNr. 114 、ヽ

0.75 B.Ｅ，Ｎｒ.115ノ’ヽ0．85B．Ｅ，Ｎｒ．116ノ’ｄ.0

B.E, 15日目こＮｒ.114ノ､ヽ1.2 B.E, Nr. 115

ハ1.2 B.E, Nr. 116ハ2.0B.E, 19日目ニ

Nr. 114ハ１．２Ｂ．Ｅノ血清「ビリ」レビヽン」テ夫々

定量シ得タ､。

剪重ハ黄疸詩現二於テ比較的急激二減少シ、発

死時Nr. 114ハ620瓦、Nr. 115 ハ180瓦、

Nr. 116ハ600瓦ノ夫々減少テ示シタ。

剖検時、何レモ耳柔及ビ皮下組織ノ黄染剽

タ。胸腹部各臓器ニハ何レモ肉眼的二認メ得・ヽご

キ結節形成ナク、牌臓ノヽ頴著二腫大シ、Nr. 114

ノヽ６．５瓦、Ｎr.115ノヽ７．８瓦、Nr. 116ハ５．２

瓦こ達シテヰル。

（３）菌吊1/lo冦ノ場合

Ａ。バ/lo駈接種家兎Ｎｒ.117ノヽ２夕月サ経過セ

ルモ尚々存在シテヰタノデ61日目二屠殺シタ。

Nr. 118ノヽ32日目、Nr. 119ハ24日目二夫々

発死シタ。

血清「ビＤレビン」ハNr. 117ニ於テノヽ19日及

ビ36日目二痕跡的二認ノラレ、Nr. 118ニ於

テノ｀（19日目－0．8B.Ｅ，26日目ニ1.5 B.Eｦｰ、

Nr. 119ニ於テーハ10日目及ビ19日目二痕跡的

二検出シ得タ。

剪重ノヽ一時増加ノ傾向テ認ノ･タガ血清中ニ「ビ

りレビン」ノ出現プヽル頃ヨリ次第二減少シ､屠殺

セルNr. 117ダヽ100瓦、瞥死セルNr. 118 、ヽ

680瓦、Nr. 119ハ330瓦夫。々減少テ示シタ､、

剖検時、Nr. 117ニ於テハ耳柔及ど皮下組織ノ

黄染ナク、胸腹部各臓器ニハ粟粒大、圓形黄白

色少叡ノ結節ヲ･認ノタ。肺臓ハ僅カニ腫大シ、

２．０瓦二達ス。腸管二於ケル結節ハ小腸ノ大腸

二注グ部分二於テノ≒10数個ノ粟粒大、圓形、

黄白色ノモノ存在シ、他ノ部分二於テノヽ之ヲ･認

メ得ナカツタ、、

Nr. 118ニ於テ。･ヽ耳柔及ビ皮下組織ノ黄染認ｙ

【第18巻

ラレタ。。牌臓ハ可成り顕著二腫大シ、５．０瓦二

達シ、無数ノ亜粟粒大黄白色ノ結節ヲ･認ノ･タガ

他臓器ニハ肉眼的二認ｙ得ル結節形成､ハナカツ

タ。

Nr. 119ニ於テハ耳柔及ど皮下組織ノ黄染ナ

ク、牌臓ハ可成り顕著二腫大シ５．５瓦二達シ、

辛ウジテ認バ恥レ程度ノ亜粟粒大多数ノ結節ヲ

認ｙ得タガ他臓器ニハ肉眼的二認ノ’得ル結節形

成ハナカツタ。

（４）菌量V.ooS '場合

A62 1/lo。旺接種家兎Nr. 120ハ59日目、Nr. 121

ハ55日目二大々艶死シタガNr. 122ハ２ヶ月

ヲ･経過セルモ尚ホ生存シテヰタノデ61日目二

屠殺シタ。

血清「ビリルビン」ノヽNr. 120ニ於テ26日目二

痕跡的二認ノタノミデ他ハ全経過ラ通ジテ検出

出来ナカヽソタ。

値重。･ヽ一時噌加ノ傾向ヲ･認ノタガ１ヶ月頃ヨ９

次第二減少シ、艶死セルＮｒ．120.ハ570瓦、

Nr. 121ハ680瓦、屠殺セルNr. 122.ハ260瓦

ノ夫々減少ｊ･示シタ。

剖検時何しモ耳波及ビ皮下組織ノ特二黄染セル

モノナク、胸腹部各臓器ニ｡ハ亜粟粒大ヨリ帽針

頭大二至ル圓形黄白色ノ結節ヲ･認ノ･タガ、肝臓

及ど肺臓二於テ特二頴著デアツタ、、牌臓ハ可成

り顧著二腫大シNr. 120ハ４．５瓦、Nr. 121 ､ハ

４．２瓦、Nr. 122ハ３．５瓦二達シテヰル。腸管

二於ケル結節ハ小腸ノ大腸二注グ部分二於デノ

ミ認ノラレ他ノ部分ニハ認ノラレナカツタ。淋

巴腺ハ胸部二於テ米粒大乃至大豆大二腫大セル

モノヲ･認ノ･タガ乾酪化セルモノハナカツタ（寫

昇７及ビ８參照）。

（５）菌量1/lo，o駈ノ場合

Ａ６７/1。oo旺接種家兎Nr.123ハ48日目、Nr. 124

ハ58日目二夫々瞥死シタガNr. 125・ヽ2ヶ月

々経過セルモ尚ホ生存シテヰタノデ16日目二

屠殺シタ、、

血清「ビリルビンノヽ何レモ全経過ヲ通ジ検出出

宋ナカツタ。歳重八一時噌加ノ傾向認メラレタ
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が後次第一減少シ、弊死セル

Nr. 123ノ｀ヽ520瓦、Nr. 124ハ

370瓦ノ夫々減少ラ示シ、屠殺

セルNr. 125ハ屠殺時尚ホ30

瓦ノ増加ヲ･認メタ。

剖検時何レモ耳柔及ビ皮下組

織ノ黄染｡ハ認メ得ナカツタ。

Ｎｒ．:123ハ胸腹部各臓器二認ノ'

得ベキ結節形成ナク、牌臓モ認

メ得ナカツｔＮr．124ハ肺臓

及ビ牌臓ニ、Ｎｒ.125ズヽ肺臓、

肝臓及ビ牌臓二夫カ少倣ノ粟粒

大、圓形、黄白色ノ結節テ認ノ･

タガ、牌腫ハ何レニモ認丿得ナ

カツタ。

尚ホNr. 123及ビNr. 124ニ

於テハ何レモ全身ノ脱毛アリ、

其ノ原因ハ不明デアルガこが死

ﾂｰ早カラシノタ一因カモ知レ

ヌ、。

　　

第２日

　

A71接種家兎

　　　

(第13及ビ14表)

(１)菌T緊５駈ノ場合

Ａ=１５堰接種家兎Nr. 225 ・ヽ16

日、Nr. 226ハ13日、Nr. 227

ハ27日ヲ･以テ何レモ発死シタ。

血清｢ビリルビシ｣ハ７日目ヽ＝-ヽハ

何レニモ検出出来ナカツタ。10

日目ニノ｀ヽＮｒ.225ノ･ヽ0.65B.E,

Ｎｒ.226ノヽ０．５Ｂ．Ｅｊ定量シ得

タガNr. 227 -ハ検出出来ズ、12

日目ニハNr. 225ハ8.0B.E,

Nr. 226ハ7.7 B.E, Nr. 227ハ

0.5 B.E. 14日目ニハNr. 225

ハ8．0 B.E, Nr. 227 ハ０．５B.E

？夫々定量シ得タ。Ｎ ｒ. 227 －

於やハ其ノ後17日及ビ19日目

－ハ痕跡的1･ナリ21日目及ビ

24日目ニハ再ビ0．5B．Ｅノ血｡清
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【第18巻，

「ビリルビこ」テ検出シ得テ車

酸重､・ヽ黄疸登現ノ前後ヨリ急激

二減少シ、艶死時ハNr, 225

ハ430瓦、Nr. 226 ､ハ310瓦、

Nr. 227 、、540瓦ノ夫々減少テ

示シタ。

剖検時、Nr. 225及ビNr. 226

ニ於テノヽ耳柔及ビ皮下組織ノ著

明ナ黄染アリ、胸腹部各臓器ニ

ダヽ何レ制

ナカツれＮｒ.227ニ於テ､ハ耳

柔及ビ皮下組織ノ黄染明カナラ

ズ、牌臓ヽこハ辛ウジテ認ノ･得ル

程度ノ無数ノ亜粟粒大黄白色ノ

結節ヲ･認ノ’タガ、他臓器ニハ之

ヲ認メ得ナカツタ。

牌臓ノヽ何レモ拓著二腫大シ、

Nr. 225ノ｀ヽ５．２瓦、Nr. 226ハ

３．３瓦、Ｎｒ．227ノ｀ヽ８．７瓦二達

シテヰル。

（２）菌量１坦ノ場合

A71 1廷接種家兎NI゛｡ 228 グ17

日、Nr. 229ノ｀ヽ23日、Nr. 230

ハ26日一才J､テ何レモ艶死シタ。

血清「ビりレビン」ノヽNr. 228こ

於テダヽ14日目迄ニハ検出出来

ナカツタガ、Nr. 229ニ･於プ。’｀

17日目、19日目、21日目二何

ヽモ０．５ B.E ヲ、Mr. 230ニ於

テ。・ヽ12日［卜、痕跡的、14日目

ニ､ハ2.0B.E, 17日目及ビ19日

目ニ2.5B.E, 21日目及ビ24日

目ニご。0B.Ｅヅ定量シ得タ。

醵重ハ黄疸登現前後ヨリ比較的

急激４減少シ、発死時、Nr. 228

ハ300瓦、Nr. 229ハ820瓦、

Nr. 280ハ710瓦ノ夫々減少チ

示シテヰル。
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時。・ヽ420瓦、他ノ２頭二於テ。・ヽ菌接種後20日頃

ヨリ次第二減少シ屠殺時Nr. 235ハ150瓦、

Nr. 236 ､ハ220瓦ノ夫々減少づ宍示シタ。

剖検時、耳柔及ビ皮下組織ノ黄染ハ何レーモ認

ｙ得ナカツタ。Nr. 234ニ於テハ胸腹部各臓器

二認ノ･得ベキ結節形成ハナカツタガ、Nr. 235

ニ於テハ肝臓及ビ牌腫二可成り多敬ノ亜粟粒

大乃至粟粒大ノ圓形、黄白色ノ結節テ認ノ･、

Nr. 236ニ於テ／ヽ肝臓二無倣ノ亜粟粒大乃至粟

粒大ノ、牌臓二多敬ノ粟粒大、肺臓二少斂ノ粟

粒大乃至帽針頭大、腎臓及ビ腸管ニ（盲腸部ノ

Ｏ少敬ノ粟粒大ノ圓形、黄白色乃至灰白色ノ

結節が認ノシレタ。肺腫ハNr. 234ニ於テハ

梢ｌ著明デアツタガNr. 235及ビNr. 236ニ

於テハ極ク軽度デアツタ。

（５）菌量Vino. m >場合

Ａ;1 Viooo延接種家兎白何しモ２ヶ月尹煙過セノレ

モ宍小生存七ル故61日目二屠殺シタ。

血清「ビリノレビン」ノヽ全貨過巧

出来ナカツｙ

醒重ﾉﾍﾞｰ一時噌加ノ傾向テ認ノタガ１ヶ月頃ヨリ

次第二減少シ屠殺時Ｎｒ.2S7ハＤ）瓦、Nr. 238

ノヽ200瓦、Ｎｒ.2以:）ノヽ50瓦ノ夫々減少テ示シ

タ。

剖検時、何レニモ耳望及ビ皮下汀織ノ債染ハご

メラレナカツ久、Nr. 237ニ於テノヽ肝臓及ビ牌

臓ニ、Nr. 28トノミビＮｒ.2卯-こ於テハ胸腹部

各臓器二何レモ亜粟粒大ヨリ粟粒大ニヤル圓形

黄白色ノ結節形成ラ温メタ万特二肝脳及ビ肺臓

二於う一顧著デアツタ。

　　　　　

第３日

　

牛Ｅｓ接種家嘔

　　　　　　　

（第15及ヒヽ16表ﾉ

本責験ノ目的ハ主トシテ血清「ビリルビごごノ定

♀ニアツタノデ、此ノ鮎二就イテ簡軍二記述フ、

牛型菌三輪株接種家兎ニぬテハ菌量10延々接

種セルNr. 192ニ於テ14日目、16日目、18日

目二夫々痕跡的ニ、Nr. 193ニ於テ14日目－

0．8 B.E, Nr. 194 ニ於テ12日日卜０．８Ｂ、Ｅ，

剖検時、Nr. 228及ビNr. 229ニ於テ耳柔及

ビ皮下組織ノ黄染ハ明カデナカツタガNr. 230

ニ於テハ著明ナ黄染ヲ･認ノタ。各臓器ノ結節形

成ハNr. 229ニ於テ肺臓二少数ノ圓形黄白色

粟粒大ノモノヲ認ノ'、Nr. 230ニ於テ牌臓二無

数ノ漸ク認・･得ル程度ノ圓形、黄白色、亜粟粒

大結節テ認ノ･タ外、他二結節形成ヲ･認ノ‘得タ

モノ゛｀ナカツタ。牌臓ハ何レモ頴著こ腫大シ、

Nr. 228ノヽ４．３瓦、Nr. 229ハ３．９瓦ごNr. 230

ノ｀９．５瓦ヽニ達シテヰル。

(３)菌T.4ヅ/jo駈ノ場合

A71 1/1．駈接種家兎Nr. 231ハ20日、Nr. 232

ノヽ22日、Nr. 233 。・ヽ20日丿以テ佃1レモ艶死ジ

タ。

血清｢ビリルビン｣ノヽNr. 231 ニ於テノヽ14日目

及ビ17日目二痕跡的、19日目ニ０．８Ｂ．Ｅ入

Nr. 232ニ於テハ12日目二痕跡的、14日目、

17日目、19日目-づこ々2.0 B.E, 21日目ニ３．２

Ｂ．Ｅテ、Nr. 238ニ於テノヽ14日目二痕跡的、

17日目ニ1.5 B.E. 19日目ニ2．0B.Ｅヲ･検出シ

得タ。

鰻重ハ何レモ黄疸会現ノ前後二於テ急激二減少

シ、艶死時Ｎｒ．231ノヽ520瓦、Ｎｒ．232ノヽ540

瓦、Ｎｒ．233ノヽ290瓦ノ夫々減少ラ示シテヰル。

剖検時何レニモ耳柔及ビ皮下組織ノ黄染ヲ･認ノ･

タ、、胸腹部各臓器－ハ肉眼的二認メ得・ヽごキ結節

形成ナク、牌臓ハ顕著二腫大シ、Nr. 23レハ９．５

瓦、Nr. 232ハ３．３瓦、Ｎｒ.233ノ｀ヽ４．８瓦二達

シテヰ‰

(４)菌量1/lo,冠ノ場合

A7／/loo廷接種家兎Nr. 234 ・ヽ22日目二瞥死

シタガNr. 235及ビNr. 236ハ２ヶ月テ維過

セルモ尚ホ生存セル故61日目二屠殺シタ。

血清｢ビリルビン｣ハNr. 234 ニ於テハ17日目

ニ0．5 B.E, 19日目二痕跡的二澄明出来タガ他

ノ２頭二於テハ全経過月

タ。

鰻重刈ゾノ｀ゝ血清中ニ｢‘ビ

リレビ≒｣ノ出現セル頃ヨリ急激二減少シ艶死
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14日目ニ1.5 B.E y血清「ビリ

ルビン」ブ検出シ得タ外、菌量

１旺接種セルNr. 198ニ於テ18

日目二痕跡的二之テ認ｙタノミ

デ他､ハ全経過ヲ･通ジテ検出シ得

ナカツタ。

各動物ノ生存日数、値重ノ噌減

及ど剖検所見等ハ第15及ど16

表二示ソヽ通りデアルガ、茲二特

二興味アル事官ハ肝臓及ビ牌臓

二於ケル病受が鳥型菌接種家兎

ノ夫レヨリ軽度ナ事デア･レ。

　　

第４日

　

人肩妾種家兎

　　　

（第17及ビ18八）

本賓験ノ目的モ主lヽシテ血清

J‾ビリルビン」ノ定量こアツタノ

デ此ノ鮎二就イテ簡寧二記述フ、

ノレＯ

人型菌人j.･株接４家兎二於テ．･ヽ

血清「ビリレビン」ハ菌量10通

対

物全経過ヲ通ジテ検出出来ナヵ

ツタ．、

各動物ノ生存日倣、値重ノ増減

及ヒヽ｀剖検所見等ハ第17 及ビ18

長二示ス通りデアツテ、臓器二

於ケJレ病愛ハ涙二先人ノ述・ヽごテ

ヰル如夕、牛型菌接種家兎二於

ヶルヨリ各臓器二於テ軽度デア

ルガ茲二特二興味アル事宣●ヽ肝

臓及ヒヽ碑臓二於テハ、鳥型菌接

種家兎二於ケルヨリ遠カニ怪度

デ、時二少倣ノ粟粒大ノ結節ラ

むメタモノアルニ過ギズ、牌腫

ノ認ムベキモノモ無力｀ソタ事デ

1’）レ

　　

第６節

　

本章ノ小括

為型μけ家兎・耳静膜内二接種

シ、其ノ臨休的、病理組織學的
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拉二細菌學的検索ヲ行1＝次ノ成

績テ得タ。

(１)教室保存ノ鳥型菌A62及ど

A71菌株ハ夫々10危ヲ･家兎耳

静脈内二接種幻レ時ハ。Type

Yersin “　ラ以テ２週日前後二

之テ艶死セシムル。ソノ際

(イ)菌接種後１週間前後ヨリ黄

疸ノ登現ヲ･認ハレ。

(ロ)慌重ハ黄疸登現ノ前後ヨリ

急激二減少スル。

(､ハ)價温ハ菌接種後５日乃至７

日頃ヨリ上昇認ノラレ40°Ｃ乃

至41°Ｃニ達シ発死期近ゾクユ

ツレテ下降スル。

(ニ)血液像二於テーハ、血色素量

及ビ赤血球数一病日ノ経過ト共

二多少減少っレガ、幼若赤血球

－・ヽ認ノ･シレナ･f。白血球敬ハ菌

接種後･-一時減少シ、後噌加シ、

姥死前二至り再ビ減少スルガ如

キ傾向認ノに

多ノえビ減少ハ比較的軽度デア

ル。而シテ仮性｢エオジン｣嗜好

細胞及ビ｢モノチーテン｣ノ噌

多、淋巴球ノ減少、拉ニ｢プラ

ズーi’｣細胞ノ出現ヅ認メル。

(ホ)流血中ヨリノ菌培養ハ全経

過石山ジ陽性デアル。

(へ)膀胱内尿ヨリノ菌培養ハ全

経過テ通ジ陽性デアル。

ｏヽ八組織學的二最モ著受ナ呈犬

ル臓器ハ肝臓及ビ牌臓デアツ

テ、こ等臓器ニハ亜粟粒結節ト

モ見ルベ｀キ、軍核細胞、上皮様

細胞及ビ亘態細胞ヨリナル細胞

浸潤竃虞汎ニワタツテ存シ、之

等細胞浸潤滋ニヘ菌膿多敷噌

殖シテ車軸状配列ごカナダ、菌ノ
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Globiが多数認ノ･ラレリレ。斯ル菌J Globi >・ヽ

菌接種後７日前後ヨリ現バレル。

(２)黄疸(叉ハ過｢ビリレビン｣血症)ノ登現ノヽ鳥

型菌二比較的特異的デアツテ、其ノ登現迄ノ日

数ハ略ｌ接種菌量二拉行シ、菌量10廷デ｡ハ７日

前後ヨリ、菌量５駈デハ10日前後ヨリ、菌量

１駈デハ14日前後ヨリ、菌量'/1,廷デハ大儒

17日前後ヨリ、血清｢ビリレビン｣テ検出シ得タ

ガ菌量'/lo堰、‰o赴デ・ヽ定量出来ナカツタ、、

血清｢ビＤレビン｣量・ヽ個儒的二可成り相違スル

【第18巻

が一般二接種菌量多キ程多量二出現スル傾向テ

認ｙル。牛型菌接種家兎二於テハキヨ､、５駈

乃至/lOO R.、人型菌接種家兎二於テハ人fIO

赴乃至1/loo廷デハ之テ検出出来ナカツタ。

（３）鳥型菌ん2及ビA71接種家兎ハ菌量10駈

乃至１廷デーハ大照。Type Yersin“ ノ病型尹

示シ、菌量1/lo最乃至1/ho廷デ､ハ大照。Ｔｙｐｅ

Villemin“　ノ病型テ示ス。。Type Yerein“

ニ就テモ、。ＴyｐｅVillemin“ ニ於テモ各臓器

中著愛テ呈スルノハ肝臓及ど肺臓デアル。

第４章

　

家兎腹腔内接種二就イテ

鳥型結核菌ヲ家兎ノ腹腔内二接種セル場合、接

種菌量ト病憂トノ開係及ビ其ノ際ノ血清「ビリ

ルビン」ノ状態ヲ･知ラントシ、併セテ之等動物

ニ於ｙル鳥型奮「ツベルクリン」ト人型奮「ツペ゛

ルクリン」トノ皮内反庶ノ比較テ試ミタ、、

第１節

　

貴験方法

供試菌トジテハＡ･､2ヲ用ヒ、家兎15頭ヲ同一菌量二

對ン３頭宛５群二分チ、菌景ハ10廷、５駈、１廷、

1/lo廷及ビ1/loo駈ノ如ダ漸減s／、夫々所要菌量ヲ１琵

ノ滅菌り

腹部中央部二於テ接種ン、２ヶ月後生存セノ1／モノノヽ屠

殺剖検二附ジタ。

各動物ノー般状態就中耳柔ノ黄染ノ有無二就イテハ

特二注意ン、血清「ビリルビソ」･ノ定量ノヽ適宜２日乃

至９日ノ間隔ヲ置キ測定s／、前賞験二於テ黄疸晋現ノ

前後二器重急激二減少｡スル傾向ヲ認メ｡タノデ大器其

ノ都度髄重ヲ秤量スル事トｙタ。

「ツベルクリン」皮内反嘸､・ヽ感染前及ビ感染１ヶ月後

二於テ自製島型奮「ツペルダリソ」及ビ傅研製奮「クペ

ノl/クリｙ」ノ0．5％石炭酸加生理的食嶼水10倍稀憚液

０．１耗ヲ以テシ’、對照トヅテハ同濃度ノ「グリセリｙ

プイヨゾ」０．１耗ヲ用ヒ、24時間及ビ48時間後ノ費

赤及ビ硬結ヲ検査シタ。

鳥型奮「ヅベノ1／クリゾ」ノ製法:戸田教授著、戸田新細

菌學記載ノ作製法二準ジテ製シタ。epチ、４％「ク’リ

セリｙプイヨゾ」1000耗ヲ2000耗入りノ乎型「コノ1/

ベッ’」ニ入レテKoch氏釜ニテ100°C 30分間ヅツ３

日間、間欧滅菌s／、之二慄メ「ロノl／ク」片法二依り試験

管内ニテ「グリセリゾプイヨｙ」ニ晋育セジメタA62菌

苔ヲ移ジ、37°Ｃノ孵卵器室二納メノl／事約８週間、菌

苔が全液面ヲ覆フニ至ツタ４ノヲＫｏｃｈ氏釜デ100°C

1時間加熱殺菌ンタ後濾過ン、濾液ヲ蒸螢皿二移ン、

重盗煎上デ煽風機ヲ以テ煽ギツ、、「グリセリｙブイ

ヨｙ」原液ｚ VlO量迄濃縮ン、更二濾過ジテ之ニ０．５

％ノ割二石炭酸ヲ加ヘノ1／。

第２節

　

賓験成績

　　

第１項

　

一般状態並二血清｢ビリルビン｣

　　　　　　　　　

(第19表)

鳥型菌A62腹腔内接種家兎Nr. 168(菌量１危、

生存日数55日)、Nr. 175(菌量ViooM、生存日

敷９日)、Nr. 176 {菌量1/loo廷、生存日数23

日）テ徐ク他ノ12頭ハ第19表二示ス如ク、個

値的二相違おレガ一般二機重ノ噌加サヘ認メラ

レ２夕月ヲ･経過スノレモ極ノ･テ元気ニテ生存シ

タ。

耳柔ノ黄染ヲ認ノ･タモノナク、血清「ビリレビ
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一 一

砦

　

嘔

　

唆

　

＊

ン」。・ヽ全動物、全経過せ通ジテ

検出出来ナカツタ。

　　

第２項［ツベルクリン］

　　　

皮内反感（第20表）

「ツ・ヽヽごルクリン」皮内反憲ハ第20

表記載ノ如夕鳥型「ヽツベルクリ

ン」ニ對シテーハ接種菌量二開係

ナク總テュ於テ陽性反恵テ示

シ、接種菌量ト反庶ノ強弱トノ

間ニハ一定ノ開係ハ認・･得ナカ

ツタ。

人型「ツベルクリン」ニ對シテモ

陽性反座テ示ノヽモノアリ、之ハ

鳥型「ヽｿ・ヽごルクリ≒ニ彊度ノ反

施テ示ス個健二多ク認ノうレタ

ガ、其ノ程度ノヽ鳥型「ツベルク

リン」ノ夫レト比較ノヽ・バ軽度

デ鳥型「ツーヽごルクリン」ニ比較的

特異的二反息ノヽル事が窺ハレ

ノレ。

表中農赤,ハ其ノ縦匯及ビ横径ダ

粍デ現,ハシ硬結ハ其ノ程度ニョ

リ
●
一

全ク認メラレタモノ

土:極メテ軽度二認メラール

モノ

　

十:軽度二認メラレルモノ

　

丑:中等度二認ｙラレルモノ

　

州･:高度二認メラレフレモノ

ノ如ク現ハシタ。

　　　

第３項

　

剖検所見

　　　　　

(第21表)

鳥型菌Ａ,2腹腔内接種家兎。・ヽ第

21表二記載スル如ク、何レモ大

網膜ニ｡ハ粟粒大乃至米粒大ノ結

節ヲ･認。･タ、、肺臓、肝臓、牌臓

及ど腸管等ノ胸腹部各臓器二於

タル結節形成ハ、菌量10危、５

駈及ビ１廷接種家兎二於テノヽ粟
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粒大乃至帽針頭大ノモノヲ認

メ､タモノモアルガ其ノ所見､ハ

個値的二可成り著シク相違。

シ、其ノ病受度ノヽヽ必ズシモ菌

量ト拉行セズ、菌量'um.及

ビ1んo駈接種家兎二於テノ'ヽ之

ヲ'認メ得タモノハナカツタ。

叉、Nr. 162 (菌量10通)、

Nr. 165 (菌量５駈)及ど

Nr. 169 (菌量１赴)ニ於テハ

横隔膜膜様部二粟粒大乃至米

粒大二至ル多数ノ結節が認メ

ラレ、更ニNr. 165 こ於テ

ハ腹壁内面ニモ無数ノ粟粒大

結節が認ｙラレタ。各結節ノ'ヽ

何レモ黄白色、圓形、乾酪化

シ、肝臓及ど脚

ノノ｀ヽ静脈内接種ノ夫レニ比シ

テ極ノ･テ表在性デ、腸管二於

ケル結節モ静脈内接種ノ場合

二於ケルガ如ク盲腸部二限局

おレ事ナク漿膜面二散在性二

存シ、｡何レモ粟粒大二過ギナ

カツタ。牌腫ハ何レニモ認メ

ラレナカツタ。、

淋巴腺ハNr. 162(菌量10危)

ニ於テ胸部二大豆大二腫脹シ

僅カエ乾酪化セルモノ２個ア

リ、叉Ｎｒ．169(菌量１廷)ニ

於テ左側鼠蹊部二空豆大ノ膿

瘍１個り認メタ外ニハ特記ス

ベキモノ。゛｀ナカツタ。

菌量10駈、５駈、１赴接種家

兎二於テ。・ヽ何レモ腹壁皮下注

射部位二小指頭大乃至母指頭

大ノ膿瘍ヲ認ｊタ。

Nr. 168 (li量１赴、生存日数

55日)ニ於テノヽ結節形成ノヽ極

・‘テ軽度デ大網膜及ヒヽ｀牌臓ニ
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少数ノ粟粒大ノモノヲ･認ノ･タユ過ギナカツタガ

胎嚢ハ母指頭大二披大シ、濃厚ナ帯黄白色ノ膿

汁ヲ･以テ充サレ、其ノ膿汁ノ塗抹標本二於テ多

数ノ非抗酸性ノ悍菌ヲ･認ノ･タガ抗酸性菌ノヽ認ノ'

得ナカツタ。

Nr. 176 (菌口/loい冦、生存日数23日､ハ腹部二

於テハ何等認ムペ゛キ所見ハナカツタガ、胸腔ハ

【第18巻

雨例共黄白色膿性、乾酪様物質テ以テ充サレ、

肋膜及ビ心嚢共ニ高度ニ肥厚シ、

　　　　　　　　　　　　　

第３節

　

本章ノ小括

鳥型菌Ａごヲ家兎ノ腹腔内二接種シ、黄疸殺生

　　

部各臓器二結節形成ラ認ノ･タモノアルモ個醵的

ノ有無及ビ接種菌量卜病吸トノ開係テ検索シ、

併セテ之等動物二於ヶル鳥型｢ツ・ヽごルクリン｣ト

人型｢ツ・ヽごルクリ勺1ヽノ皮内反廳ノ比較テ行

1二、次ノ成績ヲ得タ。

(１)腹腔内接種二於テノヽ全動物全経過--ﾘ

血清｢ビリルビこ｣ノヽ検出出来ナカツタ。印チ黄

疸ノ登現ノヽ認ｙサシレナ･f。

(2)大網膜ニハ何レモ粟粒大乃至米粒大ノ結節

形成認ｙラレ、菌量10廷、５堰及ビ１駈接種家

兎二於テハ肺臓、肝臓、肺臓及ビ腸管等イ胸腹

ニ可成り著シク相違シ、菌ぶ:1ん敢及ビ1/lo，駈

接種家兎二於テノヽ之等臓器二結節形成､ハ認ノ得

ナカツタ。

（３）牌腫ノヽ何レニモ認ノラレナカツタ。

（４）「ツベルクリン」皮内反庖ハ菌量10延乃至

1/1。駈デハ、接種菌T:l;→ノヽ開係ナク、比較的特

異的二鳥型「ツベルクリン」ニョリ程度ノ反庶テ

示ソ、が人型「ツベルクリン」ニモ亦可成り反庖フヽ

　　　　　　　　　　　　　

第５章

　

家兎皮下接種二就イテ

鳥型結核菌ヲ家兎ノ皮下二接種セル場＆、其ノ

　　

物二於ヶル鳥型「ツ・ヽごルクリンJIヽ人型「ツ・ヽごル

接種菌量ト病愛トノ開係及ビ其ノ際ノ血清「ビ

　　

クリヘ」1ヽノ皮内反態ノ比較テ試ミタ。

りレビン」ノ状態ザ知ラントシ、併セテ之等動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第１節

供試菌1ヽヅテハA62ヲ用ヒ、家兎15頭ヲ同一菌量二

對シ’３頭宛５群二分チ、菌量ハ10狐、５狐、１駈、

1/lo廷及ビ1/loo託ノ如ク漸減ン夫々所要菌量ヲ１耗

ノ滅菌生理的食晩水二含ム平等ナル菌浮游液１耗ヲ

夫々左側下腹部皮下－･接種ン、２ヶ月後屠殺剖検シ’

タ。

各動物ノー般状態就中耳柔ノ黄染ノ有無二就イテ｡ハ

特二注意シ、血清「ビリルビン’」ノ定量／ヽ適宜５日乃

至９日ノ間隔ヲ置イテ行ヒ、前賓験二於テ、黄疸費現

官験方法

　

ノ前後干鱈重急激二減少ク､ル傾向ヲ認メタノデ大豊

　

其ノ都度鱈重ヲ秤量スル事トジタ。菌接種局所ノヽ４

　

日乃至７日ノ間隔ヲオキ精査ン、「ツペノ1/クリｙ」皮内

　

反庶／ヽ前章二邁ヘクト同様感染前及ビ感染１ヶ月後

　

二於テ自製鳥型奮「ツペルクリｙ」及ビ傅研製薯「ツペ

　

ルグリｙ」ノ0．5％石炭酸加生理的食嵯水10倍稀秤液

　

０．１耗ヲ以テジ、對照1ヽシ･テハ同濃度ノ「グリセリｙ

　

プイヨｙ」０．１耗ヲ用ヒ、24時問及ビ48時間後ノ曇

　

赤及ビ硬結ヲ検査シ久

第２節

　

賓験成績

第１項

　

一般状態蛙二血清｢ビリルビン｣

　　　　　　　　

(第22表)

鳥型菌AG2皮下接種家兎ハ不明ノ原因デ艶死シ

タNr. 157 (菌量1/1。駈、生存日数３日）及ビ
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一 一

Nr. 159 (菌量/loo SI.、生存日数

４)日尹除ク他ノ13頭ハ第22

表二示フ、如クー時儒重ノ減少ヲ

認ノター=１７モアフしが孵テ恢復

シ、儒重モ次第二噌加シ、２ヶ

月川庖過フヽルモ尚ホ極ノテ元気

二生存シタ。

耳柔ノ黄染ヲ･認ノタモノ無ク、

血満｢ビリルビン｣ハ全動物全経

過ｦｰ通ジテ検出出来ナカツタ。

　　

第２項

　

接種局所所見

　　　　　

(第23表丿

鳥型菌A62皮下接種家兎ハ第23

表二示ス如ク、菌:,;･ 10 m乃至

丿畠o危二於テノヽ各菌量二對シテ

著明ナ局所病歿ヲ･示シ、其病硬

度ノヽ大儒接菌量二拉行シ、始メ

硬結トシテ鯛知サレル。菌量＝－

ヨリ叉個膿ニョリ一様デハナ４

が大儀１ヶ月前後ヨリ軟化シ遂

ニ｡ノゝ示指頭大乃至鶏卵大ノ可成

り軟カナ膿瘍トシや鯛レ｡ﾉﾚ様ニ

ナル、中ニハ皮鴇ノ良赤現ノヽレ

遂ニハ自潰シテ、殤孔及ビ潰瘍

ヲ形成シ痴皮テ以テ覆ハレルニ

至ルモノモアル。各動物二就イ

テハ表中記載ノ通りデアヽソテ、

潰瘍ラ形成セルモノハ其ノ縦脛

及ヒヽ横径ヲ･、剖検時膿瘍ノ大イ

サハ大儀其ノ殴径、横径及ビ高

サラ粍デ現､ハシタ。

　　

｀

第３項「ツベルクリ

　

皮内反感･､第24ル

／」

「ヽｿｰヽごルクリン」皮内反感ノヽ腹腔

内接種ノ場合ト殆、ド同様デ、

第24表記載ノ如ク、鳥型「ツーヽご

ノしクリン」ニ對シラノヽ接種菌量

二開係ナク總テエ於テ陽性反感

テ示シ、菌;1いヽ反地ハノ強弱トノ
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間ニハ一定ノ開係ノヽ認メラレ

ナカツタ。人型｢ツ・ヽごルクリ

ンに對シテモ陽性反嘸ヲ示

スモノアリ、之ノ｀ヽ鳥型｢ツ・ヽご

ルクリン｣ニ對シテ強度ノ反

意ヲ示ス個健二多ク認ノラレ

タガ其ノ程度ハ鳥型｢ツベル

クリン｣ノ夫レニ比シテ軽度

デ比較的特異的二反塵スル事

が窺バレル。

表中ノ記載。・ヽ第４章第２節第

２項ノ通リデアル。

　　　

第４項

　

剖検所見

　　　　

(第25表)

鳥型Ａ,に菌皮下接種家兎。・ヽ何

レモ菌接種局所ニハ結締織ヲ

以テ包埋サレタ示指頭大ヨリ･

鶏卵大二至ル膿瘍形成アルニ

拘ラズ、胸腹部各臓器ノ結節

形成拉二牌腫ヲ･認ノ･タモノ

無ク、Ｎｒ．､152 (菌量５赴)ニ

於テ左側鼠蹊部二大豆大ノ膿

瘍Ｉ個テ認ノタ外、他ニノヽ近

接淋巴腺ノ腫脹テモ認メ得ナ

カツタ。 Nr. 147 (菌量10危)、

Nr. 151 (菌量５胚)、Nr. 154

(菌量１危)ニ就イテノヽ肺臓、

肝臓、牌臓及ビ腎臓ノ組織學

的検索ヲ行ツタガ結節サ認メ

タモノナク、叉菌健モ謐明シ

得ナカツタ。

Nr. 147ニ於テノ･ヽ屠殺ノ３日

前ニ、Nr. 151ニ於テ・ヽ剖検

豪二固定スル際、左側後肢下

脚ノ骨折ガアツタガ肉眼的二

明カニ結核性愛化ト思ノヽレル

モノ･ハ見常ラナカツタ。

　

第３節

　

本章ノ小括

鳥型菌んバ家兎ノ皮下二接
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巴腺ノ腫脹ノヽ認メラレナカツタ．．

(3)肺臓、肝臓、牌臓及ビ腎臓等ノ胸腹部各臓

器ノ結節形成ハ何レニモ認ノラレズ、叉肺腫モ

認ｙ得ナカツタ．

(４)｢ツベルクリン」皮内反感ハ菌量10廷乃至

1ん．､駈デダヽ接種菌量ユハ開係ナク．比較的特異

的二鳥型｢ツベルクリン｣ニ、ヨリ強度ノ反座ヲ

示フ、が人型｢ツベルクリン｣ニモ亦可成り反座ス

ノレＯ

第６章

　

家兎皮内接種二就イテ

ノ所見二依リ、「ビルレンツ」彊弱ノ判定可能ナ

フレカ否カテ知ラントシタ．、

第１節

　

戸田氏皮内四肢法ノ施用

第26表記敬ノ説明：

Ｒ：晋赤、Ｉ：硬結、Ａ：腫脹、Ｇ：潰瘍、Ｆ：癒

孔、Ｋ：痴皮、Ｎ：廠痕ヲ現ハシ、稜赤及ビ潰

瘍ハ其ノ縦径及ビ横径ヲ粍デ現.ハシ、負赤、硬

結及ビ腫脹ノヽ其ノ程度ニョリ

　

(－)：全ク認メラレナイモノ

　

(=!=)：極ノテ軽度二認ノ･ラレルモノ

　

(十)：軽度二認メラレルモノ

　

(丑)：中等度二認.ノラレルモノ

　

(一冊)：高度二認ノラレルモノ

ノ如ク現ノヽシタ．、例ヘバ表中

ｒ
Ｌ
ｙ
１
し
、

R(-Hf)13×13
1(併)Ａ(+ﾄ)

}

Ｇ．５×４

　

Ｋ．

トアル・ヽ特赤極ノテ彊ク、其ノ縦径及ビ横径ハ

13×13粍ニシテ硬結ノヽ極ノテ高度デ可成り著明

ナ腫脹ヲ･認ノラレ一部ハ組織白潰シテ、潰瘍ヲ

作り其ノ大イサハ４×４粍デ一部痴疲テ以テ覆

ハレルモノテ意味フヽル。叉（Ｋ．Ｎ．）。・ヽ大部分緞

痕治癒ザ示フ、モ一部痴皮ヲ生卜･覆ハレルモノテ

示シ、（Ｋ.Ｎ.Ｆ）ノヽソレニ末グェ癈孔ヲ･残スモ

ノ、（Ｎ）・ヽ全ク廠痕治癒ヲナセルモノラ示フ、が

如キデアル。

Nr. １家兎ハ菌接種後５日目二下痢ｦｰ以テ艶死

種シ黄疸殺生ノ有無及ビ接種菌量ト病良トノ

開係ヲ･検索シ、併セテ是等動物一於ケル鳥型

｢ツ｀ヽ゛ルクリン｣ト人型｢ツ・ヽごルクリン｣トノ皮内

反忠ノ比較テ行ヒ次ノ成績ラ得タ､、

(１)皮下接種二於テハ何レニモ血清｢ビリノしど

ン｣､ハ検出出家ナカツタ、印チ黄疸ノ殺現ハ認

メラレナイ。

(２)菌接種局所良化二略ｌ拉行シ、示指頭大ヨ

リ鶏卵大三至ル膿瘍テ形成シ、白潰シテ癈孔及

ビ潰瘍ラ形成スルニ至ルモノモアルガ、近接淋

余ハ賓験開始二常り教室保存ノ鳥型菌株ヲ家兎

ノ皮内二接種シ、其ノ接種局所拉二近接淋巴腺

193]年戸田教授(25しヽ同一家兎ノ四肢外側部皮内

４ケ所ニ４種ノ菌株テ接種シ、局所皮膚及ビ近

接淋巴腺ノ病撥度テ比較スル事ニョリ、動物倣

少クシテ一時二多数ノ菌株ノ菌型鑑別テナシ得

ル事ヲ･登表サレ、門下ノ｣平崎氏(2りヽ多散菌株二

就キとが追試テ行ヒ√其ノ賓際化テダヽカツタ。

余ノヽ此ノ戸田氏皮内四肢法ニョリ鳥型菌株間ノ

｢ビルレンツ｣ノ強弱ノ判定可能ナルカ否カヲ試

ミタノデアル。

　　　　　　　

第１項

　

賓験法方

供試菌lヽシテノヽ鳥型菌ＡゆA71及どTB13ノ３

菌株、別二對照トシテ牛型菌牛1株テ用ヒ、家兎

４頭ノ四肢上脚外側サ約５糎四方二鋏ニテ毛テ

メりトリ、其ノ中央部二順次、右前肢、右後肢、

左後肢及ビ左前肢ノ順二菌量各々１駈テ滅菌生

理的食堕水0.1 i 中二含ム平等ナル菌浮游液

0．1托テ皮内二接種シタ(斯クスル事二依り夫カ

ノ菌株八四肢全部二接種サレル事ニナル)。２ヶ

月間ニワタリ接種局所所見拉土近接淋巴腺ノ撥

化テ観察シ、２グ月後剖検二附シテ淋巴腺ノ愛

化テ精査シタ。

　　

第２項

　

賓験成績(第26及ビ27表)
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表

【第18巷

戸

　

田

　

氏

　

皮

　

内

　

四

　

肢

　

法

菌株 A62 A71

家兎
番抗

１　　　　　　　２　　　　　　　３ ４ 　　　１　，　　２

　　　　　　　¶　　‾　　　‾　‾

左後肢　左前肢

３ ４

＼接種
瞼＼郡
査日＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ

右後肢　左後肢　左前肢　右前肢 右前肢 右後肢

11/VI
Ｒ(｣-)６×６
１(±)Ａ(一)

Ｒ(十十)10× 10

1(ﾝH･)八(－)
Ｒ(十)12〉く12
1(十)Ａ(－)

Ｒ(十)10×10
1(十)Ａ(－)

(－) (－) (－)
Ｒ(十)４×４
１(土)Ａ(－)

13/VI
Ｒ(士)５×５

１(士)Ａ(士)
R(4+) 8×８ !r(+H)15×15
I(升)Ａ(－)Ｉ(妖)Ａ(併)

R(++)18×17
1(併)Ａ(併)

(一)
Ｒ(士)10×10

1(士)Ａ(一)
(一)

Ｒ(土)４×４

１(土)Ａ(－)

14/VI
Ｒ(Ｊ-)４×４
１(士)Ａ(－)

Ｒ(十)５×５
１(十)Ａ(升)

R(㈲15×15
1(鮭)Ａ(併)

Ｒ(舶18×18

I(併)Ａ(桐･)
Ｇ．５×５

(一)
Ｒ(±)10×10
1(土)Ａ(－)

(－)
Ｒ(土)７×７
１(土)Ａ(土)

15/VI 箆　　死
Ｒ(升)10×8

1(升)Ａ(升)

R(+H)15×15

1(併)Ａ(併)

Ｒ(冊)16×15

1(郵Ａ(嫉)
Ｇ．８×６Ｋ．

愧死 ″Ｒ(士) (一)
Ｒ(十)12×10･

1(十)AQ十)

17/VI
R(㈲13×13
1(㈲A(桐)

Ｒ(鞭)18 ×18

1(統)Ａ(併)
Ｇ．２×３Ｋ．

Ｒ(十)15×15

1(併)Ａ(十)
Ｇ．８×８　Ｋ．

Ｒ(十)14 ×14
1(十)Ａ(士)

Ｒ(十)10×10
1(++)A(++)

R(++)15〉く9
1(冊)Ａ(冊)

18/VI
Ｒ(併)13〉く13
1洲)Ａ(併)

Ｒ(十十)15×15

1(桐･)Ａ(併)

Ｇ．４×４　Ｋ．

Ｒ(十)14×10

1(十十)Ａ(±)
G. 12×7 K.

Ｒ(十)14×13
1(十)Ａ(士)

Ｒ(併)15〉く15
1(升)Ａ(十十)

Ｒ(十十)15×10
1(冊)Ａ(++)

21/VI
R(㈲13×13

1(併)Ａ(升)Ｇ．５×４Ｋ．

Ｒ(冊)15×15

1(併ｊ)Ａ(++)

Ｇ．５×５　Ｋ．

Ｒ(十)18×12
1(冊)Ａ(士)
G. 10×6 K.

Ｒ(十十)15×15
1(嫉)Ａ(十十)

Ｒ(十).13×13

1(併)Ａ(桐･)
　　　F.

Ｒ(十)14×10

1(併)Ａ(十十)
　　　F.

25/VI

R C++) 15×13

1(併)Ａ(升)
Ｇ．３×３　Ｋ．

Ｒぐ十)15×15

1(併)Ａ(柵)
Ｇ．５×５　Ｋ．

Ｒ(十)20×15

1(十)Ａ(十)G. 12×6 K.

R(++)19 ×14

1(併)Ａ(十１+)
Ｇ．６×６

Ｒ(十)18×16

1(桐･)Ａ(冊)

Ｇ．３×３　Ｋ．

Ｒ(十)13×12

1(升)Ａ(升)
　F. K.

2/vn
Ｒ(十十)15×15R(十)15×14

1(4冊)Ａ(升)Ｉ(併ﾝＡ(十)
Ｇ．４×４　K.G. 8×７　Ｋ．

Ｒ(±)16×14

1(十)Ａ(士)
Ｇ．８×９　Ｋ．

R(++)19×15

1(桐･)Ａ(十十)

Ｇ．８〉く６　Ｋ．

R(＋)20×15

1(佃･)Ａ(升)
Ｇ．５×４

Ｒ(十)15 ×13

1(升)Ａ(十)

Ｇ．８×７　Ｋ．

9/vn
R(-f)13×12

1(十)Ａ(十)

Ｇ．４×３　Ｋ．

Ｒ(十)15×12

1(十)Ａ(士)

Ｇ．６×７　Ｋ．

Ｒ(十)15×14

1(士)Ａ(－)
　　　Ｋ．

Ｒ(十)18×15

1(冊)Ａ(升)
Ｇ．８×７　Ｋ．

Ｒ(十)20× 15

1(冊)Ａ(升)
Ｇ．５×４　Ｋ．

Ｒ(士)14×12

1(十)Ａ(士)

Ｇ．５×４　Ｋ．

16/vn
Ｒ(士)15×13

1(士)Ａ(士)
　　　Ｋ．

Ｒ(十)12×11

1(十)Ａ(一)
　　　Ｋ．

R(｣-)13×10

1(士)A(－)
　　F. K.

Ｒ(十)14×13

1(士)Ａ(±)
　　　Ｋ．

Ｒ(±)18×15

1(士)Ａ(士)
　　F. K.

Ｒ(土)10×8

1(士)Ａ(一)
　　F. K.

23/VII
Ｒ(土)15×13

I(±)Ａ(士)
　　　Ｋ．

Ｒ(±)10×8

1(土)Ａ(士)
　　　Ｋ．

Ｒ(士)13×10

1(士)Ａ(－)
　　　Ｋ．

Ｒ(十)13×10

1(±)Ａ(士)
　　　Ｋ．

Ｒ(±)18×10

1(士)Ａ(±)
　　　Ｋ．

Ｒ(±)12×12

1(士)Ａ(－)
　　　Ｋ．

30/VI K. N. N. K. F. K. N.
Ｒ(士)12×8

1(土)Ａ(一)
　　K. N.

Rr±)15×10

1(士)Ａ(一)
　　K. N.

Ｒ(士)12×1(〕
I(±)Ａ(－)
　　K. N.

6/VID N. Ｎ． Ｎ． K. N. Ｎ． Ｎ．

一

シタノデNr. 2, Nr. 3及どＮｒ．４ニ就キ其

ノ要鮎ヲ･總括的二述べ詳細・ヽ表ノ記載二譲ル。

　　　　　

第１日

　

ん2接種局所拉二

　　　　　　　

近接淋巴腺所見･

鳥型菌An2接種局所二於テハ第26表二示ス如

ク何レモ菌接種後第１日目ヨリ費赤及ビ硬結認

ノラレ、３日目二至レバ登赤、硬結及ど腫脹共

二著明トナリ、膿胞ヲ形成シ、遂ニハ白潰シテ

潰瘍ヲ形成ソ、ルニ至ルガ、ソレ迄ノ経過日数ノヽ

第27表二示ス如ク、Nr.2ニ於テハ11日目(表

中8―11トアルハ８日目ノ検査ニテノヽ潰瘍ヲ認

ノfズ、11日目ノ検査二於テ之ヲ認ノ'タ事ヲ･意味
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一一一

依

　

ル

　

接

　

種

　

局

　

所

　

所

　

見

10/VI

一 一 ㎜ ㎜ ㎜ 〃 ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ■

1039

一 一 一 一

TBn 牛1

１ ２ ３ 　　４

左前肢

１　　，　　２ :4　　　　　　　4

右前肢 右後肢 左後肢 左前肢　右前肢

　　　｜

右後肢　左後肢

(－)
Ｒ(十)７×７
１(ｔ)Ａ(－)

Ｒ(十)7×8
1(士)Ａ(一)

Ｒ(±)10×10
1(士)Ａ(－)

Ｒ(±)4×4
1(士)Ａ(－)

Ｒ(十十，５×５

I(++ A(士ｯ

R(++;13×13
1(十Ａ(士．

RC-H-) 5×５
Ｉ(十)Ａ(一)

(一)
Ｒ（十）5×5
1（十.A（士）

R(:士ﾘ７×５
１(土)Ａ(±)

Ｒぐ冊ﾊﾞ13×13
Ir什ﾗＡ(十)

Ｒ(士j5×5
I(土)Ａ(士)

Ｒ(升ﾝ５×５
１で十十)Ａ(士)

Ｒ一升　６×６‘Ｒｊ冊）６×６

１・什ﾂﾞＡ（十）Ｉﾀﾞ+わＡ（十）

(一)
Ｒ(士)５×５
１(十)Ａ(土)

Ｒ(士)4×4･
I(士)Ａ(士)

Ｒ(刑13×13

1(冊)Ａ(冊ｯ

Ｒ(±ﾘ5×5
1(土ｸＡ(士)

R -f 7×５
Ｉ（冊ﾚＡ（十）

Ｒ白絣)7×7
ト身)Ａ(絣)

Ｒ(十)6×6

1(十)Ａ(十)

需　　死
Ｒ(土)５×５ !Ｒ(-Ｌ)７×７

１(十)Ａ(士)!l(十)Ａ(士

Ｒ(併)15×10

1(併)Aj冊ﾉ
惚　　死

Ｒ(十)5×5
1(十)Ａ(十ﾝ

Ｒ十十）７×７
１=併）Ａぐ冊）

Ｒ(十)5×5

1(十)Ａ(十)

Ｒ(冊)10×10 RF冊)15×10

1(冊)Ａ(十十)Ｉ冊)Ａ(十十)

Ｒ(+仔ﾉ18×15

I(吏Ａ‘十十)
　　Ｆ．

Ｒ(升)11×8

I(+U A II十)

Ｒ(十ﾝ７×７　Ｒ(十)７×７

１(升ﾝＡぐ柵)Ｉ(十)Ａ(十)

Ｒ(冊)11×10
1(冊)Ａ(冊)

Ｒ(化15×12
1(仕)か冊)

Ｒ(十)18×151

1(冊)Ａ(升)
　　F. K.

Ｒ(十)11×8
1(十十)Ａ(十)

Ｒ(十)７×８
１(十十)Ａご升)

Ｒ(十)７×８

１(十)Ａ(十)

Ｒ(併)13×10
1(併ﾝA(mj

Ｒ(併)15×12
I(併ﾚＡ(併)

Ｒ(十)15xj4

I(併ｯＡ(十)
Ｇ．７×５

Ｒ(十十)12×12

卜乗ﾉＡ十十)

Ｒ(十)13×10R(十)10×10
に併)Ａ(冊)il(冊)Ａ(十)

Ｒ(什ﾊﾞ13×10

1(州OＡ洲)
　F. K.

Ｒ(十)18×12
ド併)Ａ(乳

Ｒ(十ｯ17×13

1(難ﾉＡ(十ﾝ
Ｇ．７×４　Ｋ．

Ｒ(十心OX15

1(軋,Ａ(十十)
　　F.

Ｒ(士)14×楊Ｒ(十)12×11
1(併)Ａ十十)ｊ(升)Aj十十)

-

Ｒ(十)12×10

1(什)Ａ(十)
　　F. K.

Ｒ(土ｯ19×12

1(彬Ａ(冊)
　　F.

Ｒ(十)17×14

1(十十ﾉＡ(＋)
Ｇ．６×４　Ｋ．

Ｒ(十)14×llRC十15×12 R(十)16×15

1(併)Ａ升)Ｉ(柱ﾉＡ(併)'l(+tt)A十十)
　　F. K.　　G. 4×3　　　　　　F.3

Ｒ(十)11×8

1(十jA(十)
　　　F.

Ｒ(士)18×12

1(十)Ａ(十)
　　F. K.

Ｒ(土)15×12

1(十)Ａ(±)
　　　Ｋ．

Ｒ(十)14×12R(十)15×13 R(十)16×15

1(鯵)Ａ(-Ｈ･)Ｉ(冊)Ａ(十)Ｉ(併)Ａ(十十ﾘ
G.9×8　　　　G. 10×9　　　G. 12×7

Ｒ(士)11×9

1(十)Ａ(士)
　　　Ｋ．

Ｒ(士)16×12

1(十)Ａ(士)
　　　F.

Ｒ(土)15×12

1(十)Ａ(士)
　　F. K.

Ｒ(士ｯ17×16玉＋)18×13 R(土)17×15
I(十十万A(＋yl汰)Ａ(士い：(Ｏ Ａ(十)
G. 12×11 KG　11×7 K. G. 11×8

Ｒ(土)12×10R(士)12×10

1(±)Ａ(士)Ｉ(土)Ａ(士)
　　F. K.　　　　Ｋ．

Ｒ(ふ)15×13

1(士)Ａ(一)
　　F. K.

－ － 　 ・ 　 －

Ｒ(士)16×15 R(士)17×uiu士)17×16

1(十十)Ａ(－ｙｌ(冊ﾝＡﾄL)に■H-)A(､－)
G. 12×５Ｋ．G. 10×６ K. G. 13×９ Ｋ．

K. N. K. N. F. K. N.
Ｒ(±)16×14 R(士)17×12 RC±)15×15

I (H)AC一)Ｉ(十十)AI一)Ｉ(十)Ａ(－)
Ｇ．９×５　K.G. 7×４　K. G. 12×４Ｋ．

Ｎ．　　：　　　Ｎ． Ｎ．
R(｣-)18×5　R1士)16〉く12 RC士)16×12
に++)a:一万 l J十十)Ａこ－)Ｉ(十)Ａ(一)
Ｇ．７×３　K.G. 8×３　K. G. 9×４　Ｋ．

スル。以下表中ノ記載ダヽ全部之二準ズル)、Nr.3

ニ於テノ｀ヽ７日目、Nr.4ニ於テノペ日目二之テ

認ノタ。潰瘍テ形成スルニ至レバ登赤及ビ腫脹

パ次第二消退シ、潰瘍八一時殲大スルモ、１ヶ

月前後ヨリ次第二治癒傾向現ノヽレ50日モ経過

スレバ殆こド廠痕治癒ノ状態ト十ル。

近接淋巴腺ノ腫脹・ヽ全動物二於テ展知出来ズ、

剖検二際シテモ特記ベベキ腫脹ハ認バ尋ナカツ

タ。

　　　　　

第２日

　

A71接種局所拉二

　　　　　　　

近接淋巴腺所見

鳥型菌A71接種局所二於テノヽ第26衣二示ソヽ如
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第27表

　

皮内四肢法二依ル潰瘍叉ハ

　　

痩孔形成二至ルマデノ日数

＼　菌　　　　　　　　　　　　　　ｉ

家

＼株!　A62　:　A71　　TBi3　1
牛1

　番弦＼¦　　　　ｉ

2　1　8―11 11―15 11―15 11―15

３　，５－７ 8―11 15 －22 15―22

１　　４　１　３－４ 8―11 5－ 7 1 15 －22

クNr. ２･ハ３日目、Ｎｒ．３．ハ７日目、Nr. 4.ハ

１日目ヨリ登赤、硬結等ノ初期症状認ｙラレ、

何レモ７日目頃ヨリ局所所見著明トナリ、日ト

共二硬結、腫脹其ノ度ヲ･噌シ、膿胞ヲ形成シ、

遂ニノヽ白潰シテ庸孔及ど潰瘍ヲ･認ｊルニ至ル

ガ、ソレ迄ノ経過日数ノヽ第27表二示ス如ク、

Nr. ２ ニ於テノヽ15日目、Nr. 3及どＮｒ．４ニ

於テノヽ11日目-・こヲ･認ノタ。潰瘍ヲ形成スル

ニ至レバ登赤及ビ腫脹八次第二流退スル。治癒

傾向ハA62ニ比シ梢ｌ遅キ傾向アルモ、略ｔｌ

大月過ギ頃ヨリ認ノラレ、60日足ラズシテ癩痕

治癒ノ状態トナル。

近接淋巴腺ノ腫脹ハ全動物二於テ鯛知出来ズ、

叉剖検二際シテモ特記ス・ヽこ｀キ腫脹ハ認ノ･得ナカ

ツタ。

　　　　　

第３日

　

TB13接種局所拉二

　　　　　　　

近接淋巴腺所見

鳥型菌TBj3接種い所二於テノヽ第26表二示ソ、如

ク何レモ第１日日ヨリ軽皮｡ﾉ登赤及ビ硬結ヲ示

シ、１週日前後ヨリい所症状著明トナリ、日ト

【第18巷

共ニ、硬結、腫脹其ノ度ヲ･噌シ、膿胞サ形成フ、

ルニ至り、遂ニハ白潰シテ、庸孔テ作ルガソレ

迄ノ経過日散ハ第27表二示ス如クNr. 2ニ於

テノ｀ヽ15日目、Nr. 3ニ於テハ22日目、Nr. 4

ニ於テハ７日目・一之ヲ認メタ､、Nr. 4ニ於テ､ハ

組織ノ破壊攘大シテ潰瘍テ作ツタガNr. 2及ど

Nr. ３ ニ於テハ瘍孔ノママニ止り何レモ１ヶ月

足ラズシテ既二治癒傾向現ハレ、50日モ経過ス

レバ全ク廠痕治癒ノ状態トナル。

近接淋巴腺ノ腫大ハ全動物二於テ鯛知出来ズ、

叉剖検二際シテモ、特記スベキ腫脹ノヽ認ノ･得ナ

カツタ、。

　　　　　

第４日

　

牛1接種局所雄二

　　　　　　　

近接淋巴腺所見

對照トシテ行ツタ牛型菌牛1接種局所二於テハ第26

表二示ス如ク何1／モ菌接種後第１日目ヨリ螢赤及ピ

硬結ヲ示ン、日ヲ純ルIニ従ツテ症状著明トナノl/モ、

登赤及ビ腫脹。・ヽ鳥型菌接種局所二比シ･テ軽度デ特二

硬結強ク、建二膿胞ヲ形成ン自壊ジテ潰瘍ヲ作ルニ

至ルガ、潰瘍形成｡・ヽ鳥型菌接種局所二比シテ遅ク、

第27表二示ヌ如クNr. 2ニ於テハ15日目、Nr. 3及

ビNr. 4ニ於テフヽ22日目二之ヲ認メタ。潰瘍・ヽ逐日

攘大ノ傾向ヲ示シ'、２々･月後僅カニ症状軽快セルカ

ニ見Ｊ－タガ未ダ治癒傾向ノヽ著明デナカツタ。

近接淋巴腺ノ腫脹ハ何レモ外部ヨリ明力こ鱗知出来

ナカツタギ、剖検二際シ、大豆大ヨリ空豆大二腫脹

ジ、一部乾酪化セルモノヲ２乃至３個認メタ。

第２節

　

諸種菌量皮内接種

鳥型菌ヲ家兎ノ皮内二接腫｡スル時、菌量何駈迄、局

所皮膚愛化ヲ惹起セシノ得ルカ、叉之二依リ「ビルレ

ｙツ」強弱ノ判定可能ナルカ否カヲ知ラｙトヅタ､。

　　　　　　　

第１項

　

賓験方法

供試直トジテハ鳥型菌トンテ、Ａ。A71及ビTB13ノ

３菌株ヲ、別二對照トシテ牛型菌牛1株ヲ用ヒ、菌量

ノヽ夫々１狐、1/ｎ､駈、Vioom及ビ1/1肖駈ノ如ク漸減

シ、法ノ如ク處置シテ滅菌生理的食嶼水０．１耗二所

要菌量ヲ含ム下等ナル1肖浮游液ヲ作製ン、家兎１頭

ノ背部ヲ夫々20×10糎ノ大イサニ鋏ニテ毛ヲ刈･川ヽ

リ、頭部ヨリ尾部二向ッテ、１駈、Violil、1/100駈及

ビ1/1000託ノ順二夫々一菌株二對ン４ケ所、計16ケ

所ノ皮内ニ０．１耗宛接種ン、約２ヶ月間其ノ局所所

見ヲ観察ン・タ。

　　　

第２項

　

賓験成績(第28及ビ29表)

表中ノ記載。･ヽ第26表及ビ第27表二準ズル。

　　　　　　

第１日

　

A62接種局所所見

(１)菌量１託接種局所

鳥型菌A62 1駈接種局所｡･ヽ第28表二示ユ如ク菌接種

後第１日目ミ‥･軽度ノ晋亦、硬結及ビ腫脹現ハレ、是
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等症状｡’｀日ヲ逐フテ顕著1ヽナリ、膿胞ヲ形成ン、這ニ

’｀自潰シテ８日目ニハ潰瘍ヲ認メタ。潰瘍ヲ形成ス

ルニ至レｏ゛登赤及ビ腫脹｡・ヽ減少シ潰瘍ハー時日1ヽ共

二振大ヌル゛=、躯テ治癒傾向認メラルヽニ至l･ 30日

除りニシテ殆ダド癩痕治癒り伏態1ヽナル。

(２)菌量1/､o駈接種局所

鳥型菌A6リ/loM接種局所ハ第28表二示｡ス如ク、菌

接種後第１日目３リ軽度ノ螢赤認メラレ・、４日目ニ、ヽ

晋赤゛福大ン、硬結及ビ腫脹モ軽度二現・ヽレル。是等

症状八日ト共二顕著1ヽナヘ膿胞ヲ形成シ、８日目ニ

ハ痩孔認メラレ、組織ノ破壊損大シテ、潰瘍ヲ形成ヌ

ルニ至ルモ躯テ治癒傾向現ハレ、30日除リュシテ廠

痕治癒ノ状態1ヽナル。

(３)菌量Vioo m接種局所

鳥型菌Ａ。リ/loo廷接種局所・ヽ第2x表二示｡ス如ク、菌

接種後第２日目ヨリ軽度ノ晋赤現ノヽレ、５日目ニヘ

晋赤ヽ硬結及ビ腫脹可ナリ明カニ認ノラルヽニ至ル。

是等症状一八日1ヽ共二顕者トナリ膿胞ヲ形成シ、逍ニハ

自潰ジテ11日目ニハ誤瘍ヲ認八ルモ、筈テ治癒傾向

ヲ示シ'、｡30日除リニシテ癩痕治癒ノ状態トナノl／。

(4)菌量1/1川駈接種局所

鳥型菌A6リ/1000駈接種局所ハ第28表二示｡ス如ク菌

接種後５日目ヨ川

膿胞ヲ形成スルニ至り、８日目ニハ痩孔ヲ認タタ。組

織ノ破壊楯大ヅテ、小誤瘍ヲ形成フ､ルモ、躯テ治癒傾

向現ハレ30日足ラズシテ廠痕治癒ノ状態トナル。

(以下A71,TB13及ビ牛1接種局所二就イテハ、表中二

詳記ンテアリ、大赦A62接種局所二類似ノ症状ヲ示ヌ

ヲ以テ、各菌量毎二記載又ルノ煩ヲ避ケ、其ノ要髭二

就キ、總括的二記逃｡スノレ)。
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第２日

　

A71接種局所所tと

鳥型菌A71接種局所二於テハ第2ぶ表二示ヌ如ク、

A62接種局所1ヽ大差ナキモ、菌匍リ/joo冦及ビViooo m

接種局所ご芋テハ初期症状ノ晋現梢；遅レ、潰瘍及ピ

痰孔形成・ヽ第29表二示フ･如々菌量､１冦及ビVio m接

種局所二於テハ８日目ニ、菌廿1/l・託及ビ1/Jooo狐接

種局所二於テ.ハ11日目二認タラレタ

　

菌量１狐接種

局所二於テハ治癒傾向梢；遅レダノ1／モ、何レモ30日

除りニジテ廠痕治癒ノ肛態1ヽナル．

　　　　　　

第３日

　

TB13接種局所所見

鳥型菌TB13接種局所二於テハ第28夫二示.フヽ如々、

ＡＧｊ及ビA71接種J..J所二比シテ症状梢い

誤瘍形成小サワ、第29表二示j

l/lo通接種Ｑ所二於テハ８日目ニ、菌量1/loo駈接種局

所二於テ.・ヽ11日目二何1／モ盾孔ヲ認へ組織ノ破壊

拡大シテ潰瘍ヲ形成スルニ至ルギ、菌･いリ/lOOO M接種

局所テ≒ハ建二之ヲ認メル事ザ出来ナカツ・タ．何レモ

30日内外ニシテ癩痕治癒ノ状態トナル．

　　　　　　

第４日

　

牛1接種局所所見

牛型菌牛1接種局所二於テハ第28表二示ス如夕烏型

菌接種局所二比シテ、曇赤、腫脹等ノ初期症状ノ曇現

軽度ニシｆ而モ遅ク、鳥型菌接種局所二於テ敗二治

癒傾向認ノラレル20日乃至30日後ニナツテ病状顕

著1ヽナリ、硬結.ハ強イガ、晋赤及ビ腫脹・ヽ島型菌接種

局所ノ夫レニ比シ'テ軽度デ、潰瘍及ビ盾孔形成ブヽ第

29表二示ヌ如ク、菌址１通、1/lo駈及ビViooSl接種局

所デハ30日目二之ヲ認メ、菌量1/1000廷接種局所デ

・・ヽ42日目二小痩孔ヲ認メタ．潰瘍ノヽ島型菌接種局所

ノ夫レニ比シテ進行性デ２ヶ月後二於テ・ヽ未夕顔著

ナ治癒傾向ハ認メ得ナカツタ、、

第３節

　

本章ノ小括

鳥型菌ヲ家兎ノ皮内二接種シ、其ノ局所症状ヲ

観察シ、是等局所所見並二近接淋巴腺ノ受化ニ

ョリ｢ビルレンツ｣尹比較セント試ミ、次ノ成績

ヲ'得タ。

(１)鳥型菌テ家兎ノ皮内二接種スル時ハ菌量１

赴乃至VlO。ｏ廷二於テハ、登赤、硬結、腫脹、癈

孔及ビ潰瘍形成等ノ局所病受ヲ現ハシ、是等病

曝・ヽ略ｔ接種菌量二拉行シタ。

(２)局所病撥中農赤及ビ腫脹ノヽ特二顕著ニシ

テ、極ノ･テ早期二度孔及ビ潰瘍形成認メラレル

モ、治癒傾向強ク１ヶ月乃至２ヶ月足ラズシテ

廠痕治癒ヲ･認ｊタ。

(３)局所病憂ハ｢ビルレンツ｣彊キ程、早期二且

ツ強度二現ノ｀ゝレノレガ如キ傾向ラ認ノ･タガ、近接

淋巴腺ノ病受認メラレズ、之ニョリ｢ビル1・こ、

ツ｣強賜ノ判定ノヽ困難デアツタ。
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－’ ̃ －

諸

　

種

　

菌

　

量

　

皮

菌株
＼接査
菌＼日　　17/VI
　量＼

18/VI　　　　20/VI 21/VI 22/VI 24/VI

　　　　　　lmg

　　　　l/10　り

A62‘

　　　　1
　　　　7/1卯”
　　　　ｉ

Ｒ(十う10×10 R(十)10×10 R(十)12×12
I(±゛･Ａ(土)Ｉ(十)Ａ(士)Ｉ(十)Ａ(十)

R(++)17×15
1(升)Ａ(升)

RC+tt)19×17
1(併〉Ａ(鮭)

Ｒ(士)22×15

1(併)A(-L)
G.16〉<13 K.

Ｒ（十）５×５

１（－）Ａｊ－）
Ｒ(士)5×5　R(十)10×9
1(一)Ａぐ一)･I(十)Ａ(十)

Ｒ(十十)12×12
1(十十)Ａ(升)リソ半映写

　　　　　玉(士)2×2玉(十)6×6(一)　　　Ｉ(－)Ａ(－)Ｉ(±)Ａ(±)
Ｒ(十十ヽ･７×６

１(++)Ａ(十)

Ｒ(升)９×７
１(十十)Ａ(升)

Ｒ(冊)９×８
１(冊)Ａ(升)

】/j･闘ぃ･ （→）　　　　　　　　　（－）　　　　・　　　（－）
Ｒ(十)5×5
1(十)Ａ(-

Ｒ(十　6×6
1(十
j
A(十)

Ｒ（柵）６×６

１（十いＡ（十）

　　　　ﾄﾞ．

1 mg
Ｒ(十12×12

I(士jA(士)

Ｒ(十)９×９
１(十)Ａ(士)

Ｒ(十)13×9
1(士)Ａ(士)

Ｒ(什)15×13
1(+わＡ(什)

R(+tt 17×17
1(併,Ａ(鮭)

Ｒ(士ﾉ18×15

1(升)Ａ(士)
G.15×12 K.

　　　,Ｉ　　　Ｒ(土)10×10.　　R(士)　　　/10 " I(士)ャー)II(－)A(一)

A71

Ｒ(十　5×6
1(士
j
A(一)
Ｒ(什)12×12
1(十十)A(H)

R(W)14×14
1(併)Ａ(併)

Ｒぐ十)16×14

1(併)Ａ(冊)
Ｇ．７×４　Ｋ．

lj　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

　　　吊-･　　（－）　　’　（－）　　

し琴対

－）

　　　V.oふ，　　　　（一）　　　　　　　　　（一）　　　　　　　　　（－）

Ｒ(十十)８×５
１(升)Ａ(十)

R(++ 12×６
１(十)Ａ(十)

Ｒ(併)16×14
1(併)Ａ(升)

(－) (－)
Ｒ(升)８×６
１(十十jA(十)

　　　　几

。，

　　　　Ｊ　　　　Ｉ°｀Ｓ

　　　　　】／Ｄ　Ｈ

TR., I

Ｒ(土)10×8 jR(十)12×8
I(±)Ａ(士』(±)Ａ(士)

Ｒ(十)９×５

１(士)Ａ(土)
Ｒ(十十)20×14
I(十十)Ａ(十十)温言悦司

　　Ｒ(士)　Ｉ　　Ｒ(士，　IR(十ﾘ4×5　R(十)8×7

1(一)Λ(－)j(－)/ぃ一)１(士･Ａ(士)Ｉ(十)Ａ(十)
　　　　　　　１　　　　　　　　　１

Ｒ（併）９×７
１（十十ﾝA(-H-)

Ｒ(升)12×9

1(升)Ａ(升)
　　F.

轟Ｓｆ

Vioo.. (一)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

（一）　　　　　　　　　くに一）　　　に片言 Ｒ(十十／７×５
１(十ﾚＡ(十ｯ

Ｒ(十)7×7
1(十)Ａ(十)

Vioon n

　　　　　　　１　　　　　　ｉ

　　　　　　　｜（－）　　Ｃ－）　　（－）　　（一）
Ｒ(十)2×2
1(±)Ａ(十)

Ｒ(十)4×4
1(十)Ａ(十)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　=皿=J==　　＝　　　　　　-　-i〃
｜

宍

爪琴浪

士

≒仁半牡居士に居

）

　　Ｒ(±)
Ｉ(±)Ａ(一)

　　Ｒ(±)
Ｉ(士)Ａ(－)

'ﾄ1

VlO I!ﾔｽﾞ万一こ

　　　　　　　　____　　＿

　　Ｒ(｣-)　Ｒ(十)４×４　Ｒ(十)４×４
ドー)Ａ(一j)1(士)Ａ(土)il(十)Ａ(十)

　　　　　　　　！Ｒ(十)5×5 'R(十)5×5
I(十ｼﾞＡ(土),!(十)Ａ(十)

VioaJ　　　　（－:）　　　　　（づ　　　ド）　　（－）

－　ふ－〃←-－　J- ﾐｰ　　　ﾐ－’=‾ﾐ----　　　　--→　-i-一一
　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　（－）　　　　，　　　（一）　　　　　　　　　（－）

　　　　　　　　　　　　　　｜

　　　　　,Ｒ(士)5×5
(‾)　　I(十)Ａ(±)

VlOOO･･　　　　（－ノ
　　　　　　　Ｊ

（－）　　（－）
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内

　

接

　

種

　

J,4

　

所

　

所

　

見

！　　27/VI　　　　　2/VII　　1　　9/va　　　　　16/va　　　　　28/Vn
10/VID

　　　　　　　　　　　　＿　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜ず帽でびずﾐげづ特でｺﾚﾘEﾔ1y　リニ）1　N.

Gﾊﾞ^2X12 KづG. 14×10 Kﾑ　　　F. K.　　　　　　　　　　　　　1

皆にﾂﾞｿﾞ汪六ずけこい才跨2大才（10

G.8×6　K.・G. 10×7 K. G. 7×5　K.　　　　　　　゛

孚爪溜）鴇ぱ愉悦汐ｺﾞﾉ→（診犬心土言10

G.6×1　　　　1G.7×6　K. G. 6×5　K.　　　　゜　’

Ｎ．

Ｎ．

Ｒ汗）７×６

１（十）Ａ（－）
Ｇ．３×５　Ｋ．

Ｒ（士25×13

I（､＋，A士
G.20×13 K.

　　-一一一一一　　一一
7てに）ﾂﾞ）帽:う1）ゴ　　　I゛よ）　）o

G.5×4　　　　　　　　K.1　　　　　　　　　　　　　　　　　●

Ｎ．
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Ｒ(士４１×８

１(十ﾝＡ(－)Ｇ．５×６　Ｋ．
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Ｎ．
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Ｇ．６×５

Ｒ(士)19×17

1(十)Ａ(±)
Ｇ．９〉く7　K.

いﾚで昌子昌ザ
　K.　　！
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　　N.

Ｒ(十　7×6

1(十Ａ(士)
　　　F.

Ｒ(十)13×11

1(十)Ａ(－)
Ｇ．５×Ｉ　Ｋ．

Ｒ(士)13×10

1(±)Ａ(一)
　　F. K.

Ｒ(土)12×10
　　K. N.

Ｒ(士)１２×８
　　　Ｎ．

Ｒ(土｣8×6

Ｎ．

Ｒ(十．６×５
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Ｒ(十・５×４

１　十ﾂﾞＡ(十)

Ｒ(土)８×５　　　　　''＋

Ｉ(十)Å(十ﾂﾞ　　　Ｒ､､＿)
(－)

Ｒ(士)14×7
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Ｒ(土)24×20 1 R(土)25×21
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Ｒ（士）９×６

１（併）Ａ･･柵べ

Ｒ(±)15×12

1(併)Ａ(士)
Ｇ．７×５　Ｋ．

Ｒ(士)14×13

1(十十)Ａ(士)
Ｇ．７×６　Ｋ．

Ｒ(土16×12

I(十十Ａ(士)Ｇ．５×６　Ｋ．

Ｒ(士)6〉く6
1(十)Ａ(±)

Ｒぐ士｀=６×５

ド十ヽΛ(十j)

Ｒ(±ｊ)６×４
ｌｇ十十)Ａ(十)

Ｒ(土)12×9

1(j十)A7土)
　　F. K.
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に蒋･Ａ(土)　Ｉ(升)Ａ(士)
　　F. K.　　1　　　F. K.

　　　　ｊ　　　　　　　ｌ　　　　Ｒｙ十し4×5　R(士)6×6R(士ﾗ　　　　Ｉ(♀ｯＡ(士)，IC十)Ａ(士)
Ｒ(士)10×6
1(十)Ａ(±)

Rt土)９×７
Ｌ：十)Ａ(士)
　　F. K.

Ｒ(土　8×5

1(十Ａ(士)
　　　Ｋ．

　　　　　　　　　　　　　　　

第７章

　

總括蛙二考按

以上賓験成績二就イテハ各亭:ニ於テ小括シタガ

　　

ビTBr、ノ３菌株ラ家鶏二接種シ、其ノ病受度

之テ總括的二述べ２．３ノ考察テ加ヘテ見ヨウ。

　　

及ビ病髪テ惹起フ、ル迄ノ日倣ヨリふ･2最モ「ビ

第２に於テノヽ教室保存ノ鳥型菌Ａ･心、A71及

　　

ルレンツ」弼ク、A71之二次ギ、ＴＢＩレハ極メテ



1044 朝川＝鳥型結核菌ノ「ビルレｙツ」ニ¦痢」ｽﾉ1／研究

「ビルレこツ」低下セル事テ述ベタガ之ハ常教室

渡逡氏゛7う海狽ノ脳内接種ニョル「ビルレンツ」

判定結果ト略ｔ一致シテヰルノデアル。第３章

二於テハ鳥型菌ラ家兎ノ静脈内二接種セル場合

惹起サl／ル病型、特ニ。Type Ye rsin“ こ就

･fテ詳述シ、鳥型菌トシテ充分ナル「ビルレン

ツ」テ保持セル菌株A,,及ビA71ニ於テノヽ菌量

10駈乃至１駈デノ’ヽ大蔵。Type Yersin“　ノ

病型テ示シ、菌量1/1。駈乃至/louo ^.デハ大蔵

。Type Villemin“ ノ病型テ示ス事ヲ賓験的二

鐙明シ、。Type Yersin“ ニ於テノヽ菌接種後１

週日乃至２週日ニシテ黄疸登現シ、最高1.24

B.Ｅノ血清「ビリルビン」ヲ･澄明セル事ヲ･述ベタ

ガ、斯ル事賓｡ハ余ノ渉猟シタ範園内デハ未グ文

畝上二其ノ記載ナキモノノ様デアル。

。Type Yersin“ こ於テモ。Type Villmin“

ニ於テモ、胸腹部各臓器中著受テ示フ、ノハ肝臓

及ど牌臓デアツテ、之ラ組織學的二検索スル時

ノヽ是等臓器中ニ､ハ菌蔵多数噌殖シテ、車軸状配

列テナス菌ノ。Globi “ が多敬認ノラレルノデ

アノレｏ

｡Type Yersin “ ニ就イテハ、慌重i幄温ノ消

長、血液像、流血中及ビ膀胱内尿ヨリノ菌培養

拉二其ノ病理組織學的検索ヲ･行‘ヒ、其ノ成績

二就イテノヽ第３章二詳述シタ如クデアツテ、所

謂。Type Yersin “　ノ本態ハ鳥型結核菌ニョ

ル敗血症ト見ルベキモノデアルト考ヘラレフレノ

デアル。黄疸登現ノ事賓モ亦之ヲ説明スベキ都

合ヨキ一症候デアツテ、人類ノ敗血症二際シテ

モ可成り厘ｌ黄疸ノ登現認ｊラレSchottmiil-

leｒ(28)ｕ．Ｂｉｎｇｏｌｄ(29)氏等ニョレバ200例中28例

(14が)ニ於テ之ヲ認ノfタト記載サレテヰル。而

シテ。Type Ye r sin“ モ。Type Villemin “

モ本質的ナ相違ガアルノデ・ヽナク、唯。Ｔｙｐｅ

Yersin “ ニ於テノヽ結節形成が認ｊラレル迄生

酸が生キ永ラヘ得ナイカラデアツテ、此ノ事ハ

同一菌量接種家兎二於テモ、生存日数比較的永

キモノデハ既二辛ウジテ認ノ得ル程度ノ結節が

無敬二認ノ･ラレル事、及ビ其ノ組織像二於テ亜

【第18巻

粟粒結節トモ見ル・ヽごキ上皮様細胞、軍核細胞及

ど互態細胞ノ浸潤竃ノ認ノ･ラレル事ヨリ首肯出

来ﾙﾄ､lヽ７｀レノレノデ｀アノレ。

。Ｔyｐｅ Yersin “ ニ於テモ。Ｔｙpe Villemin “

ニ於テモ肝臓及ビ牌臓一著受ノ認・･ラレフレノ

ノヽ、是等臓器ト鳥型菌トノ親和性ニョルト考ヘ

ル外ハナイ。結核菌ト各臓器トノ親和性二開シ

テノ頌Eこ宇川皿、今泉(31:、高須(32)、貝田代

　

Ｈ・

Ｔ． Corper & Max Ｂ．Ｌｕｒie(34り及ビW. A.

Lubarski ｕ. Ａ．Ｆ.Ｋｏrshinskaja(35)氏等ニョ

リ賞験的澄明ガナサレテヰルノデアルガ余ノ賓

験二於テモ對照トシテ行ツタ牛型及ビ人型菌接

種家兎二於テ川

最モ著愛テ呈シタノニ、鳥型菌接種家兎二於テ

。’ヽ肺臓二於ケル病歿ハ極ノ･テ軽度デアツタ。此

ノ鮎二就イテ｡ハ既こＡ.Ｍａｆrｕｃｃｉ(5)、N. Jancso

ｕ． Ａ. Elfeｒ(36)及｀ビＥ．Ｍ．Ｍｅｄｌｅｒ(37)氏等ノ記

載スル所トヨタ一致シテヰルノデアル。

黄疸(叉ハ過｢ビリルヒヽ｀ン｣血症)れ現ノ事賓。・ヽ鳥

型菌二可成り特異的デアツテ、接種菌量j/lo赴

及ビ1/loo駈ノ少量二於テモ之ヲ認メタモノガア

ルノデアルガ、牛型菌二於テ・ヽ菌量10駈ノ大

量接種ノ場合ニノミ認ノ･ラレ、人型菌二於テハ

菌量10駈ノ大量接種二於テモ之ｦ一認ノ･得ナカ

ツタ、、

余ノ目的トスル所｡・ヽ黄疸登生機韓ノ研究ニナカ

ツタノデ之二就イテハヽ追究シナカツタノデアル

ガ、黄疸登現ノ事賓が鳥型菌二可成り特異的二

認ノラレル事賓ト。肝臓及ビ牌臓二著宛ノ認ｊ

ラレル事賓ト｡ハ重大ナル開係ガアルモノデノ･ヽナ

カラウカ。

第４]収二於テノヽ鳥型菌サ家兎ノ腹腔内二接種セ

ル場合二就イテ記述シタガ腹腔内接種二於テ。･ヽ

黄疸ノ登現刈

粒大乃至米粒大ノ結節形成ヲ･認・･タガ胸腹部各

臓器ノ結節形成ノヽ菌量１危乃至10冠ノモノー

於テ認ノ･ラレタニ過ギズ、而カモ個慌的二可成

り著シイ相違ガアリ肝臓及ビ牌臓二特二著撥が

認・‘ラレルト云フ事モナカツタ。第５章二於テ
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.’ヽ鳥型菌ヲ家兎ノ皮下二接種セル場合二就イテ

記述シタガ何レニモ黄疸ノ稜現ハ認ノ･ラレズ、

菌接種局所ニハ示指頭大ヨリ鶏卵大二至ル大膿

瘍アルニ拘ラズ２ヶ月間ノ観察二於テハ近接淋

巴腺ノ特二腫大セルモノ及ビ胸腹部各臓器二結

節形成テ認ｙ得タモノ・ヽナカツタノデアル。之

ヲ'要スルニ鳥型菌テ家兎二接種セル場合ハ牛型

菌及ビ人型菌二比シテ臓器ノ結節形成傾向ハ極

ノ゛テ賜キモノノ如ク認ノ1ラレル、結節モ亜粟粒

大ヨリ帽針頭大二過ギズシテ、而モ融合性ノモ

ノペ

ユ結節形成ヲ認｡･･得タノニ、何故二大量皮下接

種二於テ之ヲ･認ノ･得ナ４カハ以上ノ賓験デハ全

ク不明デ鳥型菌ソノモノノ性質ト家兎ノ鳥型菌

二對スル先天的素因二蹄スル外ハナ４．

｢ビルレンツ｣極ｙテ低下セル鳥型菌TB,3ハ菌

量10駈ヲ･家兎ノ静脈内二接種セル時、25日乃

至92日ノ永キュワタツテ生存シ、極ノ･テ高痩

シテ笥死シタガ胸腹部各臓器二認ムベキ病爰ノ

無カツタ事テ述ベタ。Ａ. S． Ｇｒimth圃ハ鳥型

菌ハ家鶏二對スル特異ナ｢ビルレンツ｣喪失後モ

尚ホ家兎二對シテハ病原性ヲ･示シ極ノテ慢性二

経過シテ骨、開節、畢丸等二病受ノ認ｙラレル

事ヲ述ベテ居リ、叉｢ビルレンツ｣強キ鳥型菌ハ

家兎ノ皮下二接種セル時ハ哺?L動物結核菌ニョ

ル慢性結核症二似テ慢性結核テ起スガ、最モ特

徴アル鮎ノヽ骨及ビ開節ノ侵サレル事デアルト述

・ヽヽごテヰル。余ノ皮下接種賓験二於テハ之ト梢ｌ

10妬

趣ヲ異ニシ胸腹部各臓器=ニ結核結節刊

カツタノデアルガ、骨折ヲ･認メタモノ２頭存ス

ルノハ、肉眼的ニ｡ハ結核性愛化ト思●ヽレルモノ

テ認ｙ得ナカツタガ或､ハ骨二或種ノ病愛が起ツ

テキタノカモ解ラナイ。而シテ極メテ「ビルt／

ンツ」低下セル鳥型菌株ＴＢＩ･､サ静脈内二接種セ

ル場合ハ「ビル1／ンツ」弧キ菌株Ａ,i2サ皮下二接

種セル場合ト同様二第３ノ病型ヲトルモノデハ

ナカラウカト想像サレルガ此勁二開シテハ以上

ノ賓験グケデ。・ヽ不明デアル。鳥型菌感染家兎二

於ケル「ツベルクリン」皮内反庖ハ菌接種１ヶ月

後、菌量10駈乃至1/loo駈ノ間二於テハ接種菌

量ニハ開係ナク、何レモ比較的特異的二鳥型「ツ

ベルクリン」ニ、ヨリ弧度ノ反恵テ示シタガ人

型「ツ・ヽごＪレクリン」ニモ亦可成り反庶シ、之ハ鳥

型「ツ・ヽごルクリン」ニ弧度ノ反庶ヲ示ス個慎二多

ク認ノ･ラレタ。第６章二於テ。・ヽ鳥型菌テ家兎ノ

皮内二接種セル場合二就イテ述・ヽごタ。印チ菌量

１堰乃至1/1000赴接種局所二於テハ、農赤、硬結

及則重脹等ノ局所症状極ノテ早期二且ツ顕著二

現ハレ、違ニハ膿胞白潰シテ潰瘍入形成スル一

至ルガ治癒傾向大ニシテ、１ヶ月乃至２ヶ月足

ラズデ完全う治癒シタ。是等局所症状ハ接種菌

量二拉行シ、「ビルレンツ」弧キ程早期二且ツ弧

良二現ノゝレノレガ如キ傾向ヲ･認ノ･タガ、近接淋巴

腺ノ腫脹及ビ乾酪化等。・ヽ認ノ･ラレズ、こニョリ

「ヒリレレンツ」強弱ノ判定・ヽ困難デアツタ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第８章

　

結

　

論

（１）鳥型結核菌ツ家兎ノ静脈内二接種セル場合

　

（３）鳥型結核菌ヲ･家兎ノ静脈内二接種セル場合

「ビルレンツ」彊キモノ大量ナレバ（菌量大破1

　　

。TypeYersin “ ニ於テモ、。Type Villemin“

駈以上）。Type Yersin“ テ惹起シ、少量ナレ　　ニ於テモ胸腹部各臓器中著撥チ呈いレモハ･ヽ肝

バ（菌量大破1/lo延乃至/1000B£.)。Type Ville-　　臓及ビ肺臓デアツテ、是等臓器中ニハ菌破多数

min“ テ惹起スル。　　　　　　　　　　　　　　噌殖シテ車軸状配列チナス菌ノ。Globi “ が多

（２）鳥型結核菌ヂ

レル。Type Yersin“ ニ於テー’ヽ、菌接種後７　　（４）結核菌テ家兎ノ静脈内二接種七ル場合ノ黄

日乃至14日前後ニヽ黄疸ノ殼現ヲ認ノ、黄疸登

　　

疸（叉ハ過「ビリ～ビン」血症）ノ登現ハ鳥型結核

現ノ前後二於テ破重ハ急激二減少スル。

　　　　　　

菌二可成り特異的デアル。



(５)鳥型結核菌ｦ一家兎ノ腹腔内二接種ろル場

合、菌量10堰乃至1/。､赴デ､ハ何レモ大網膜ニ

。・ヽ結節ラ認ムルモ、胸腹部各臓器二於ケル結節

形成ダヽ個膿的二著シク相違シ、不定デアツテ、

黄疸ノ費現モ認ｊラレナ１．

(飼鳥型結核菌サ家兎ノ皮下二接種･セル場合、

菌量10尨乃至1/joo駈デ・ヽ何レモ接種局所二膿

瘍テ形成スルモ、淋巴腺ノ腫脹及ど胸腹部各臓

器ノ結節形成ハ認ｊラレズ、黄疸ノ登現モ認ｙ

ラレナイ。

(７)鳥型結核菌ヲ家兎ノ皮内二接種セル場合、

菌量１駈乃至1/1000赴デハ頚著ナ局所症状テ呈

シ、殊二登赤及ど腫脹弧ク、早期二潰瘍ラ形成

スルモ、治癒傾向大ニシテ、１ヶ月乃至２ヶ月

足ラズシテ、緞痕治癒ヲナス。局所症状・ヽ接種

菌量二拉行シ｢ビルレンツ｣彊キ程早期二且ツ弧

度二現､・ヽレルガ如キ傾向認ｊラレルモ、近接淋

巴腺ノ病受認メラレズ、之・・ヨリ｢=ビリレレンツ｣

彊弱ノ判定ダヽ困難デアル。

(８)鳥型結核菌感染家兎二於タル｢ツ・ヽごルクリ

ン｣皮内反嘸ハ鳥型｢ツベルクリン｣ニ對シ比較

的特異的二強度ノ反嘸テ示入、

(９)之テ要フヽルニ鳥型結核菌ヲ･家兎二接種セＪレ

場合二惹起サレル３種ノ病型ハ接種菌株ノ｢ビ

ルレンツ｣、接種菌量及ビ｀接種方法ニョツテ分

レ、。Type Yersin“ ノ本態､ハ鳥型結核菌ニョ

ル敗血症ト考ヘラ1ノル。

稿テ終ルニ臨ミ終始御懇篤ナル御指導デ賜ハリ

御校閲ヲ･辱ウシタ恩師戸田教授二満腔ノ謝意ヲ
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寫員説明

１。

　

家兎番妓Ｎｒ. 26　鳥型菌A62 10託耳静脈内接種

　

生存日敷11日、肝臓二於ケル廣汎ナル組織磋化ヲ

　

示ヌ。

　

拡人80倍、Haematoxylin Eosin 染色。

２．同上、楯大270倍。

３．

　

同上家兎肝臓二於ケル歯髄ノ車軸状配列ヲナン

　

テ多数考殖ン菌ノGlobiヲ作レノl／ヲ示｡ス。

　

福大1000倍、Ziehl-Neelsen氏染色。

４．

　

同上家兎牌臓二於ケル廣汎ナル組織愛化ヲ示｡ス。

　

概大80倍、Haematoxylin Eosin染色。

５。

　

同上、捺k 270倍。

６．同上家兎牌臓二於ケル菌泄ノ車軸状配列ヲナジ

　

テ多数培殖シ菌ノGlobiヲ作レルヲ示ス。

　

撞九1000倍、Ziehl-Neelsen氏染色。

７．家兎番妓Ｎｒ.121

　

鳥型菌A62リｍ狐耳静脈内

　

接種

　

生存日数55日、肝臓及ビ肺臓二於々ル無数ノ亜粟

　

粒人乃至粟粒大ノ結核結節ヲ示｡ス。

８．

　

同上家兎、肺臓二於ケル少敷ノ粟粒結核結節ヲ示

　

jス。

朝川＝鳥型結核菌ノ「ビノ1/ｙｙツ」ニ関.スル研究第こ11彼】 10抑


